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祭
祀
に
お
け
る
皇
后
の
役
割
と
そ
の
変
化 

 

土 

田 

可 

奈 

 

要 
 

旨 

弘
仁
十
一
年
格
缩
小
了
由
皇
后
主
持
的
祭
祀
仪
式
的
范
围
。

也
就
是
、
嵯
峨
天
皇
之
后
、
原
来
由
皇
后
主
持
的
祭
祀
有
一
些
改

为
由
天
皇
自
己
亲
自
主
持
。
此
变
化
从
「
延
喜
式
」
的
分
析
论
证

可
以
得
到
证
明
。
而
且
、
嵯
峨
天
皇
以
前
、
皇
后
与
天
皇
共
同
举

行
祭
祀
仪
式(

天
皇
皇
后
亲
祭
祭
祀)

、
这
一
现
象
的
背
景
是
可
以

理
解
为
天
皇
皇
后
的
圣
婚
意
识
的
强
大
作
用
。
嵯
峨
天
皇
的
时
代
、

由
于
药
子
之
变
的
发
生
天
皇
的
权
力
被
加
强
、
以
此
皇
后
变
的
只

负
担
作
为
妻
子
的
义
务
。
除
此
之
外
、
当
然
还
有
立
后
仪
式
的
变

化
、
宫
廷
唐
风
化
、
内
里
变
化
等
要
素
的
影
响
。 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
…
…
皇
后
（
中
宮
） 

天
皇
皇
后
親
祭
祭
祀 

嵯
峨
天
皇 

聖
婚
儀
礼 

新
嘗 

 

は
じ
め
に 

 

史
料
①
『
日
本
紀
略
』
弘
仁
十
一
年
二
月
甲
戌
条 

詔
曰
、
云
々
。
其
朕
大
小
諸
神
事
及
季
冬
奉
幣
諸
陵
、
則
用
帛
衣
。
元

正
受
朝
則
用
袞
冕
十
二
章
。
朔
日
受
朝
、
同
聴
政
、
受
蕃
国
使
、
奉
幣

及
大
小
諸
会
、
則
用
黄
櫨
染
衣
。
皇
后
以
帛
衣
為
助
祭
之
服
。
以
□
衣 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

褘
カ) 

為
元
正
受
朝
之
服
。
以
鈿
釵
礼
衣
為
大
小
諸
会
之
服
。
（
後
略
） 

 
 
 

 

  

弘
仁
十
一
年
（
八
二
〇
）
の
こ
の
格
は
、
神
事
に
用
い
る
服
＝
帛
衣
の
規

定
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
で
皇
后
の
帛
衣
は
「
助
祭
之
服
」
と
定

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
助
祭
」
に
関
わ
っ
て
、
岡
村
幸
子
氏
は
皇
后
の
祭

祀
へ
の
限
定
さ
れ
た
関
与
が
伺
わ
れ
る
と
し
、
九
世
紀
を
境
に
皇
后
の
祭
祀

へ
の
関
与
の
形
態
が
変
化
し
た
の
で
は
な
い
か
と
し
た(

1)

。 

 

こ
の
九
世
紀
に
お
け
る
皇
后
の
祭
祀
へ
の
関
与
の
形
態
の
変
化
に
つ
い
て

は
、
九
世
紀
以
前
と
以
降
の
皇
后
の
祭
祀
へ
の
関
与
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
の
か
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
岡
村
氏
は
こ
の
問
題
に
つ
い

て
従
来
と
は
異
な
る
論
を
展
開
し
て
い
る
。 

 
九
世
紀
以
前
の
皇
后
の
祭
祀
へ
の
関
与
の
形
態
に
つ
い
て
は
、
新
嘗
祭
で

大
王
と
共
寝
す
る
采
女
を
皇
后
が
選
ん
で
差
し
出
す
と
い
う
伝
統
が
あ
り

（
『
日
本
書
紀
』
雄
略
天
皇
二
年
十
月
条
や
『
日
本
書
紀
』
允
恭
天
皇
七
年

十
二
月
条
）
、
ま
た
采
女
貢
上
に
取
っ
て
代
わ
る
形
で
開
始
さ
れ
る
五
節
舞

姫
の
貢
上
に
女
御
が
関
与
す
る
こ
と
か
ら
、
大
嘗
祭
・
新
嘗
祭
に
お
い
て
采
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女
と
の
共
寝
は
行
わ
れ
て
も
、
一
貫
し
て
皇
后
は
共
寝
す
る
側
で
は
な
く
、

天
皇
と
の
共
寝
を
補
助
す
る
側
で
あ
る
と
位
置
付
け
て
い
る
の
で
あ
る(

2)

。 

 

皇
后
と
特
に
新
嘗
祭
祀
と
の
関
係
で
は
、
天
皇
と
の
聖
婚
儀
礼
が
あ
っ
た

と
さ
れ
て
お
り
、
律
令
制
下
に
い
た
っ
て
『
延
喜
式
』
段
階
に
い
た
る
ま
で
、

そ
の
聖
婚
儀
礼
の
残
滓
が
見
受
け
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る(

3)

。 

 

岡
村
氏
は
九
世
紀
以
降
の
皇
后
の
「
助
祭
」
の
段
階
に
お
い
て
も
、
『
延

喜
式
』
の
検
討
か
ら
聖
婚
儀
礼
の
残
滓
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
立
場
を
と

っ
て
い
る
。
聖
婚
儀
礼
（
形
骸
化
し
た
も
の
も
含
む
）
の
有
無
に
つ
い
て
は
、

律
令
制
以
前
か
ら
の
祭
祀
形
態
に
関
係
す
る
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
本
稿
で

考
察
し
て
い
き
た
い
。 

 

ま
た
、
嵯
峨
朝
に
お
い
て
皇
后
の
祭
服
が
「
助
祭
の
服
」
と
定
め
ら
れ
た

こ
と
は
、嵯
峨
朝
以
前
の
皇
后
の
あ
り
方
が
変
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

嵯
峨
朝
は
立
后
の
儀
が
変
化
す
る
な
ど
の
儀
式
の
変
化
や(

4)

、
薬
子
の
変
を

契
機
に
し
て
権
力
構
造
が
変
化
す
る
な
ど
し
て
お
り(

5)
、
こ
れ
ら
は
皇
后
制

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

本
稿
で
は
、
第
一
章
で
、
皇
后
の
祭
祀
へ
の
関
与
形
態
に
つ
い
て
主
に
『
延

喜
式
』
の
検
討
か
ら
九
世
紀
を
境
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
の
か
に
つ

い
て
論
じ
、
第
二
章
で
皇
后
の
祭
祀
へ
の
関
与
の
仕
方
が
大
き
く
変
化
し
た

九
世
紀
、
嵯
峨
朝
の
皇
后
の
あ
り
方
の
変
化
に
つ
い
て
論
じ
て
い
き
た
い
。 

 

第
一
章 

新
嘗
・
神
今
食
と
皇
后 

 

第
一
節 

「
帛
衣
」
に
つ
い
て 

 

今
節
で
は
、
新
嘗
祭
と
神
今
食
に
お
け
る
皇
后
の
神
事
へ
の
関
与
に
つ
い

て
、
祭
祀
の
御
服
か
ら
考
察
し
て
い
き
た
い
。 

 

ま
ず
、
岡
村
幸
子
氏
の
「
帛
衣
」
に
つ
い
て
の
論
に
つ
い
て
見
て
い
き
た

い
。
史
料
①
の
「
帛
衣
」
は
祭
祀
の
御
服
で
あ
る
が
、
皇
后
が
祭
祀
に
あ
た

り
帛
衣
を
着
用
す
る
こ
と
は
史
料
①
と
御
贖
服
以
外
に
は
見
え
な
い
と
い
う
。

ま
た
天
皇
が
帛
衣
を
着
す
る
儀
式
は
『
西
宮
記
』
に
よ
れ
ば
大
嘗
会
・
新
嘗

会
・
神
今
食
・
荷
前
・
伊
勢
大
神
宮
奉
幣
で
あ
り
、
『
西
宮
記
』
大
嘗
会
事

に
よ
れ
ば
、
廻
立
殿
ま
で
の
行
幸
は｢

帛
衣｣

で
廻
立
殿
で
の
沐
浴
後
、
「
斎

服
」
に
着
替
え
て
悠
紀
殿
・
主
基
殿
へ
行
き
神
事
を
済
ま
せ
た
後
、
廻
立
殿

へ
還
り
沐
浴
後
「
斎
服
」
に
着
替
え
て
主
基
正
殿
へ
行
く
の
で
あ
り
、
こ
の

こ
と
か
ら
帛
衣
よ
り
斎
服
の
方
が
神
事
の
服
と
し
て
は
『
西
宮
記
』
で
は
上

位
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
『
延
喜
式
』
（
神
祇
・
践
祚
大
嘗
祭 

油
以
下
）
に
「
戌
時
。
天
蹕
始
警
臨
廻
立
殿
。
主
殿
寮
供
奉
御
湯
。
即
御
祭

服
入
大
甞
宮
。
」
と
さ
れ
、
『
西
宮
記
』
で
の
「
帛
衣
」
が
『
延
喜
式
』
で

は
「
祭
服
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。 

ま
た
『
延
喜
式
』
に
お
け
る
新
嘗
・
神
今
食
・
御
贖
に
つ
い
て
の
検
討
か

ら
、
沐
浴
以
前
、
及
び
神
饌
親
供
後
に
着
用
す
る
御
服
で
は
な
く
、
沐
浴
後

神
饌
親
供
の
た
め
の
御
服
に
相
当
す
る
「
祭
服
」
（
『
西
宮
記
』
に
お
け
る

「
斎
服
」
）
だ
け
を
「
帛
衣
」
と
し
て
掲
載
し
、
そ
れ
以
外
の
白
い
神
事
用

の
御
服
に
つ
い
て
は
掲
載
を
省
い
た
と
い
う
。 

つ
ま
り
、
『
延
喜
式
』
が
中
宮
の
「
帛
衣
」
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
神
饌
親
供
用
の
「
祭
服
」
を
規
定
し
て
い
な
い
と
い
う
こ



現代社会文化研究 No.25 2002年 11月 

 (23)

と
に
な
り
、
御
贖
が
中
宮
御
贖
服
の
記
載
が
あ
っ
て
祭
祀
へ
の
参
加
が
明
示

さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
新
嘗
・
神
今
食
に
お
い
て
「
祭
服
」
の
規
定
が

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
中
宮
（
皇
后
）
に
よ
る
神
饌
親
供
や
聖
婚
儀
礼
な
ど

は
『
延
喜
式
』
段
階
に
お
い
て
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
、
と
岡
村
氏
は
結
論
付

け
て
い
る(

6)
。 

こ
の
『
延
喜
式
』
の
祭
服
の
規
定
に
つ
い
て
、
新
嘗
祭
の
前
日
に
行
わ
れ

新
嘗
神
事
と
関
連
の
深
い
鎮
魂
祭
に
お
け
る
祭
服
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

 

史
料
②
『
延
喜
式
』
四
時
祭
下 

鎮
魂
祭 

中
宮
准
此
。
但

要
不
給
衣
服 

神
八
座 

神
魂
高
御
魂
生
魂
足
魂
魂
留
魂

大
宮
女
御
膳
「
魂
」
辭
代
主 

大
直
神
一
座 

―
中
略
― 

官
人
以
下
装
束
料 

中
宮
宮

主
准
此 

伯
已
下
史
已
上
七
人
。
宮
主
一
人
。
―
中
略
―
御
巫
一
人
。 
中
宮
。
東
宮
。

御
巫
准
此
。

―
中
略
― 

右
中
寅
日
晡
時
中
宮
鎮
魂

同
日
祭
之

。 

五
位
已
上
及
諸
司
官
人
参
集
宮
内
省
。

式
部
依
例
檢
列
。
大
臣
若
参
議
已
上
就
西
舎
座
。
神
祇
官
人
已
下
神

部
已
上
著
青
摺
衣
。
官
預
受

備
頒
給

。 

率
御
巫
等
。
入
就
廰
上
座
。
御
巫
南
面
。
伯

以
下
使
部
以

上
。
東
面

南

上

。 

内
侍
持
御
服
自
内
退
出
。
大
膳
職
造
酒
司
供
八
代
物
同
時

参
。
中
宮
。
東

宮
准
此
。 

―
中
略
―
弁
官
命
官
掌
。
喚
宮
内
省
。
令
賜
酒
食
。

行
酒
三
坏
以
後
。
拍
後
手
退
出
。 

巳
日
晡
時
。
供
東
宮
鎮
魂
。 

 

史
料
③
『
延
喜
式
』
式
部
省
式 

凡
御
并
中
宮
鎮
魂
所
。
弁
官
。
中
務
輔
。
和
儛
侍
従
四
人
。
式
部
輔
。

治
部
輔
。
雅
楽
頭
。
大
蔵
輔
。
宮
内
輔
及
預
御
膳
諸
司
五
位
已
上
。

令
必
参
集
。
若
闕
怠
者
。
停
預
節
会
。
其
有
障
者
。
先
申
其
由
。
東
宮

准
此

。 

 

史
料
④
『
延
喜
式
』
宮
内
省
式 

凡
先
新
甞
之
寅
日
供
御
并
中
宮
鎮
魂
祭
神
八
前
。
大
直
神
一
前
。
供

奉
諸
司
上
十
人
。
中
卅
人
。
下
二
百
六
十
人
。
並
給
食
。
新
甞
之
後
巳
日
。
東
宮

鎮
魂
祭
神
。
并
大
直

神
。
及
人
数

亦
准
此
。 

 

史
料
⑤
『
延
喜
式
』
中
宮
職
式 

凡
鎮
魂
祭
日
。
亮
及
進
属
史
生
各
一
人
。
舎
人
二
人
向
宮
内
省
。
次

史
生
一
人
率
召
繼
舎
人
四
人
。
雑
使
舎
人
二
人
入
候
。
戌
刻
内
侍
令

史
生
并
召
繼
舎
人
持
御
服
案
。
盛
革
筥
一
合
。
緑
帊
。

召
継
四
人
扶
案
称
唯
。 

内
侍
一
人
。
蔵
人
一
人
。

女
孺
等
列
立
案
後
。
雑
使
二
人
。
秉
燭
分
左
右
立
案
前
。
史
生
立
燭

後
。
至
宣
陽
門
北
候
之
。
乗
輿
御
服
案
自
内
裏
出
。
相
共
陣
列
向
宮

内
省
。
入
自
南
門
。
就
於
廰
座
。
御
巫
等
受
御
服
案
如
常
。
祭
畢
以

次
和
舞
。
―
中
略
― 

廻
儀
如
前
。 

  

鎮
魂
祭
の
祭
儀
は
、
松
前
健
氏
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
祭

場
は
宮
内
省
庁
内
に
お
い
て
。
御
巫
の
舞
い
と
宇
気
槽
突
き
、
玉
結
び
の
儀

が
行
わ
れ
、
女
官
蔵
人
が
、
拍
子
に
応
じ
て
、
天
皇
の
御
衣
の
筥
の
蓋
を
開
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け
、
御
衣
を
入
れ
た
ま
ま
で
振
動
さ
せ
る
。
こ
れ
が
終
わ
っ
て
御
巫
お
よ
び

猿
女
の
舞
が
あ
り
、
続
い
て
官
人
た
ち
に
よ
る
倭
舞
が
あ
っ
て
終
了
す
る(

7)

。 
鎮
魂
祭
は
「
鎮
魂
祭[

中
宮
准
此
。
但
更
不
給
衣
服]

」
（
﹇ 

﹈
内
割
注
、

以
下
同
じ
）
、
「
右
中
寅
日
晡
時[

中
宮
鎮
魂
／
同
日
祭
之
。]

」
（
史
料
②
）

や
、
「
御
并
中
宮
鎮
魂
所
」
（
史
料
③
）
と
あ
り
、
天
皇
の
行
う
鎮
魂
祭
と

ほ
ぼ
同
様
の
も
の
を
中
宮
が
行
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る(

8)

。
ま
た
「
廻
儀
如

前
」(

史
料
⑤)

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
皇
の
鎮
魂
が
終
わ
っ
た
後
、
上
述
の

よ
う
な
祭
儀
が
中
宮
も
同
様
に
行
わ
れ
た
ら
し
い(

9)

。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

鎮
魂
祭
を
中
宮
が
行
っ
て
い
た
こ
と
は
自
明
で
あ
る(

10)

。 

鎮
魂
祭
に
は
天
皇
、
中
宮
、
東
宮
の
祭
服
の
規
定
が
な
い
。
山
尾
氏
は
、

こ
の
鎮
魂
祭
の
御
服
に
つ
い
て
鎮
魂
は
翌
日
の
新
嘗
・
大
嘗
の
た
め
の
一
連

の
行
事
で
あ
る
の
で
、
祭
服
の
規
定
さ
れ
て
い
な
い
鎮
魂
の
神
事
で
振
る
わ

れ
る
「
御
服
」(

御
衣)

と
は
新
嘗
・
大
嘗
（
恐
ら
く
新
嘗
の
み
）(

11)

で
用
い

ら
れ
る
祭
服
で
あ
る
と
し
て
い
る(

12)

。
新
嘗
と
鎮
魂
の
密
接
な
関
係
か
ら
す

れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
十
分
に
あ
り
得
た
こ
と
と
考
え
る
。 

山
尾
氏
の
説
に
拠
れ
ば
、
中
宮
に
よ
る
鎮
魂
に
用
い
ら
れ
る
御
服
は
新
嘗

の
神
事
、
そ
れ
も
岡
村
氏
の
言
う
「
斎
服
」(

帛
衣)

に
当
た
る
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
中
宮
に
も
「
斎
服
」
が
存
在
し
た
こ
と
と
な
り
、
神
事
も
実

習
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
岡
村
氏
の
祭
服
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
斎

服
の
規
定
が
な
い
こ
と
か
ら
、
『
延
喜
式
』
段
階
で
は
す
で
に
中
宮
に
よ
る

新
嘗
神
事
は
行
わ
れ
て
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。 

史
料
②
に
よ
れ
ば
、
「
内
侍
持
御
服
自
内
退
出
」
と
あ
り
、
ま
た
小
野
宮

年
中
行
事
所
引
弘
仁
神
祇
式
に
は
「
当
日
薄
暮
、
内
侍
経
奏
、
率
蔵
人
一
人
・

御
匣
殿
蔵
人
・
女
孺
洗
人
等
、
令
内
蔵
寮
持
御
服
、[

置
机
上
。]

向
宮
内
省
。
」

と
あ
り
、
天
皇
の
御
服
は
内
侍
に
命
じ
ら
れ
た
内
蔵
寮
が
実
際
に
は
宮
内
省

に
運
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る(

13)

。 

中
宮
の
場
合
は
、
史
料
⑤
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
戌
刻
内

侍
の
命
で
史
生
と
召
繼
舎
人
が
御
服
案
を
持
つ
（
そ
の
御
服
案
は
革
に
飾
ら

れ
た
筥
一
合
と
緑
帊
で
あ
り
、
召
継
舎
人
四
人
が
御
服
案
を
扶
け
て
持
ち
上

げ
る
の
で
あ
る
）
。
内
侍
一
人
、
蔵
人
一
人
、
女
孺
等
は
案
の
後
に
列
立
し
、

雑
使
二
人
は
秉
燭
左
右
に
分
ち
て
案
前
に
立
つ
。
史
生
は
燭
後
に
立
つ
。
―

中
略
―
御
服
案
を
乗
輿
し
内
裏
よ
り
出
る
。
相
共
陣
列
し
宮
内
省
に
向
う
。

南
門
よ
り
入
り
、
廰
座
に
就
く
。
御
巫
等
が
御
服
案
を
受
け
る
こ
と
は
常
の

如
し
で
あ
る
。 

天
皇
と
中
宮
の
鎮
魂
の
大
き
な
違
い
は
、内
蔵
寮
が
持
っ
て
行
く
の
は「
御

服
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
中
宮
の
場
合
、
召
繼
舎
人
四
人
が
宮
内
省
に
持
っ

て
い
く
の
は
「
御
服
案
」
で
あ
り
、
筥
一
合
と
緑
帊
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

天
皇
と
中
宮
と
の
こ
の
記
載
の
違
い
は
、
鎮
魂
に
用
い
ら
れ
る
「
御
服
」
が

天
皇
に
は
「
斎
服
」(

帛
衣)

と
し
て
存
在
す
る
の
に
対
し
、
中
宮
の
「
御
服
」

は
「
案
」(

筥
一
合)

の
み
で
御
服
本
体
は
載
せ
ず
に
運
ば
れ
た
こ
と
を
意
味

す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
史
料
②
に
「
鎮
魂
祭[

中
宮
准

此
。
但
更
不
給
衣
服]

」
と
さ
れ
、
中
宮
に
は
衣
服
を
支
給
し
な
い
と
注
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。 

や
は
り
『
延
喜
式
』
段
階
に
お
い
て
は
岡
村
氏
の
見
解
の
通
り
、
既
に
中

宮
に
よ
る
新
嘗
の
祭
儀
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る

の
で
あ
る
。 
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し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
ま
た
他
の
疑
問
も
惹
起
さ
せ
る
。
岡
村
氏
は
九
世

紀
以
前
の
皇
后
に
よ
る
神
事
の
実
修
、
聖
婚
儀
礼
も
含
む
も
の
、
を
否
定
し

て
い
る(
14)

。
だ
が
、
新
嘗
に
用
い
る
祭
服
を
用
い
る
鎮
魂
の
祭
祀
に
、
中
宮

は
深
く
関
わ
り
、
し
か
も
実
際
に
「
御
服
」
は
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
に
し
て

も
、
以
前
は
入
れ
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
御
服
の
「
案
」
が
『
延

喜
式
』
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
『
延
喜
式
』
以
前
の

段
階
に
お
い
て
、
中
宮
（
皇
后
）
が
新
嘗
祭
祀
を
実
修
し
て
い
た
こ
と
を
物

語
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
新
嘗
祭
祀
に
お
い
て
、
聖
婚
儀
礼
が
否
定
さ

れ
る
だ
け
の
要
件
に
は
岡
村
氏
の
論
は
な
っ
て
い
な
い
と
考
え
る
。 

 

そ
こ
で
、
次
節
で
別
の
視
点
か
ら
聖
婚
儀
礼
の
有
無
と
共
に
助
祭
の
意
味

に
つ
い
て
論
じ
て
い
き
た
い
。 

 

第
二
節 

「
沐
浴
」
「
神
具
」
に
つ
い
て 

 

新
嘗
・
神
今
食
で
は
、
神
嘉
殿
に
て
神
饌
親
供
が
行
わ
れ
る
前
に
沐
浴
が

行
わ
れ
る
。
沐
浴
を
行
っ
て
い
た
場
合
、
神
饌
親
供
が
行
わ
れ
て
い
る
可
能

性
は
大
き
い
の
で
あ
る
。
中
宮
は
沐
浴
を
行
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。 

史
料
⑥
『
延
喜
式
』
（
主
殿
寮 

新
嘗
会
供
奉
料
） 

新
甞
会
供
奉
料[

中
宮
准
此
。] 

沐
槽
一
隻
。
加
案
。
覆
絁
儲
一
条
。
長
五
尺
。
広
三
幅
。
浴
槽
二
隻
。

加
案
。
覆
暴
布
一
条
。
長
五
尺
。
広
二
幅
。
下
敷
調
布
儲
二
条
。
各
二

端
。
白
綿
一
分
。
（
中
略
） 

右
新
甞
会
料
依
前
件
。
其
二
度
神
今
食
者
。
並
用
件
物
。
更
不
請
料
。

事
訖
之
後
充
神
祇
官
。 

  

こ
の
史
料
に
は
、
新
嘗
の
供
奉
料
「
沐
槽
一
隻
」
「
浴
槽
二
隻
」
と
あ
り
、

こ
れ
は
中
宮
も
同
様
で
あ
る
か
ら
、
す
で
に
先
学
に
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に(

15)

中
宮
も
沐
浴
を
行
っ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。 

 

史
料
⑦
『
延
喜
式
』
（
中
宮
職 

神
今
食
） 

凡
六
月
神
今
食
小
斎
亮
若
大
夫
一
人
。
進
属
各
一
人
。
史
生
二
人
。
舎

人
十
人
。
向
宮
内
省
。
卜
食
。
事
見
神
祇
式
。
昏
時
入
候
内
裏
。
戌
刻

主
殿
引
御
輿
入
従
右
腋
庭
門
。
候
常
寧
殿
西
。
左
右
兵
衛
尉
各
一
人
率

府
志
生
各
一
人
。
兵
衛
廿
人
陣
列
陰
明
門
。
左
右
近
衛
次
将
各
一
人
率

将
監
将
曹
各
一
人
。
近
衛
廿
人
左
右
分
陪
。
御
輿
出
自
陰
明
門
。
女
孺

已
上
陪
従
陣
中
。
召
繼
舎
人
二
人
。
在
小
斎
中
。
擎
几
帳
在
女
孺
後
。

亮
已
下
行
立
近
衛
兵
衛
陣
間
。
御
輿
御
神
嘉
殿
。
職
司
率
小
斎
舎
人
等

候
幕
下
。
預
備
鋪
設
召
繼
舎
人
二
人
候
左
近
衛
陣
側
。
神
事
畢
御
輿
廻

宮
。
明
日
辰
時
小
斎
官
人
向
宮
内
省
。
解
斎
訖
帰
本
司
。
十
二
月
准
此
。 

  

こ
の
史
料
に
は
、
「
御
輿
御
神
嘉
殿
」
と
あ
り
、
神
嘉
殿
ま
で
の
中
宮
の

行
啓
は
確
実
で
あ
る(

16)

。 

 
ま
た
、
『
西
宮
記
』(

17)

に
は
、
湯
殿
も
神
事
の
行
わ
れ
る
神
嘉
殿
内
に
設

置
さ
れ
る
こ
と
が
記
し
て
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
神
嘉
殿
ま
で
出
御

し
た
中
宮
が
神
嘉
殿
内
に
お
い
て
沐
浴
し
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
と
考

え
る
。 
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次
に
「
神
具
」
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。 

 
史
料
⑧
『
延
喜
式
』
（
中
宮
職 

年
料
鋪
設
） 

六
月
神
今
食
十
二
月
神
今
食
。
十
一
月
新
甞
祭
亦
同
。
御
料
。
黄
帛
端

短
帖
一
枚
。
方
四
尺
。
白
布
端
帖
二
枚
。
各
長
一
丈
二
尺
五
寸
。
広
四

尺
。
白
布
端
帖
二
枚
。
各
長
九
尺
。
広
四
尺
五
寸
。
一
枚
無
裏
布
。
白

布
端
帖
二
枚
。
各
長
九
尺
。
広
四
尺
。
白
布
端
帖
一
枚
。
長
八
尺
。
広

四
尺
。
白
布
端
帖
四
枚
。
各
長
六
尺
。
広
四
尺
二
寸
。
一
枚
無
裏
布
。

折
薦
帖
一
枚
。
長
八
尺
。
広
四
尺
。
折
薦
帖
八
白
布
端
坂
枕
一
枚
。
長

三
尺
。
広
四
尺
。
褥
席
二
枚
。
葉
薦
八
枚
。
折
薦
八
枚
。
蒋
食
薦
八
枚
。

山
城
食
薦
八
枚
。
簀
八
枚
。
床
一
脚
。
湯
殿
料
。
打
払
布
二
条
。
各
長

一
丈
三
尺
。
柳
筥
二
合
。
納
払
布
料
。
但
中
宮
白
布
端
帖
四
枚
。
各
長

八
尺
。
広
四
尺
。
折
薦
帖
一
枚
。
白
布
端
坂
枕
一
枚
。
褥
席
二
枚
。
右

預
前
儲
備
。
事
畢
即
充
神
祇
官
。
供
御
白
地
錦
端
帖
四
枚
。 

  

「
神
具
」
は
寝
具
で
あ
り
、
神
今
食
・
新
嘗
祭
の
神
事
を
考
察
す
る
上
で

重
要
で
あ
る
。
こ
の
史
料
で
は
神
今
食
と
新
嘗
祭
の
御
料
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
こ
こ
に
は
中
宮
の
そ
れ
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
但
中
宮
白

布
端
帖
四
枚
。
―
後
略
―
」
と
あ
る
よ
う
に
、
天
皇
の
「
神
具
」
に
比
較
し

て
中
宮
の
そ
れ
は
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
岡
村
幸
子
氏
は
、
「
神
具
」
を
中
宮
が
別
個
に
持

つ
こ
と
か
ら
、
聖
婚
に
使
用
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
が
、
あ
る
時
期
ま
で
は

完
全
な
「
神
具
」
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
中
宮
に
か
つ
て
与
え
ら
れ
て
い
た

完
全
な
「
神
具
」
と
は
、
聖
婚
と
は
無
関
係
に
中
宮
も
ま
た
天
皇
と
同
じ
く

神
饌
共
進
す
る
た
め
の
「
神
具
」
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
沐
浴
に

つ
い
て
は
中
宮
は
出
御
は
す
る
が
、
沐
浴
し
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
く
、
供

奉
御
膳
采
女
が
配
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
神
饌
親
供
を
中
宮
が
行
わ
ず
、「
助

祭
」(

主
た
る
祭
祀
に
対
し
て
何
ら
か
の
補
助
的
、
副
次
的
な
役
割
を
果
た
す

も
の) 

が
九
世
紀
前
半
に
定
め
ら
れ
た
以
降
、
『
延
喜
式
』
で
の
中
宮
の
不

十
分
な
祭
祀
へ
の
関
与
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
し
た(

18)

。 

 

岡
田
精
司
氏
は
、
中
宮
の
沐
浴
の
可
能
性
や
「
神
具
」
の
存
在
か
ら
、
『
延

喜
式
』
段
階
に
お
い
て
は
す
で
に
聖
婚
が
形
骸
化
し
て
お
り
、
中
宮
は
天
皇

に
神
饌
を
奉
仕
す
る
役
目
を
負
っ
て
い
た
と
し
、
少
な
く
と
も
平
安
時
代
初

期
ま
で
は
制
度
的
に
は
中
宮
（
＝
皇
后
）
が
参
加
し
て
お
り
、
九
世
紀
中
葉

の
清
和
以
降
、
幼
帝
が
続
く
中
で
形
骸
化
し
て
い
っ
た
と
し
た(

19)

。 

 

前
節
で
の
祭
服
に
関
す
る
検
討
か
ら
、
岡
村
氏
の
中
宮
に
は
斎
服
が
与
え

ら
れ
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
神
饌
親
供
を
行
っ
て
い
な
い
と
い
う
見
解
は
正
し

い
も
の
で
あ
っ
た
と
し
た
。
し
か
し
、
中
宮
の
沐
浴
に
つ
い
て
の
可
能
性
は

否
定
で
き
ず
、
ま
た
不
完
全
で
あ
っ
た
と
し
て
も
「
神
具
」
が
中
宮
に
供
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
軽
視
で
き
な
い
と
考
え
る
。
『
延
喜
式
』
段
階
で
の
こ
の

よ
う
な
中
宮
の
中
途
半
端
な
祭
祀
へ
の
関
与
は
、
中
宮
の
帛
衣
が
「
助
祭
の

服
」
と
規
定
さ
れ
た
弘
仁
十
一
年
格
以
降
の
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る(

20)

。 

 
そ
れ
で
は
、
弘
仁
十
一
年
格
以
前
の
中
宮
の
祭
祀
へ
の
関
わ
り
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
『
延
喜
式
』
段
階
の
中
宮
の

沐
浴
や
「
神
具
」
に
つ
い
て
の
解
釈
の
背
景
に
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
聖
婚
儀
礼
（
の
残
滓
も
含
め
）
を
認
め
る
か
否
か
と
い
う
問
題
で
あ
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る
。 

 
岡
村
氏
は
忌
火
御
飯
の
儀
の
検
討
か
ら
、
八
世
紀
初
頭
に
天
皇
と
皇
后
に

よ
る
神
饌
親
供
が
行
わ
れ
て
お
り
、
新
嘗
祭
・
神
今
食
が
天
皇
皇
后
親
祭
祭

祀
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
背
景
に
は
、
新
嘗
祭
で
天
皇
と
共
寝

す
る
采
女
を
皇
后
が
選
ぶ
と
い
う
伝
統
が
あ
っ
た
と
し
て
、
聖
婚
儀
礼
は
認

め
て
い
な
い(

21)

。 

 

し
か
し
、
皇
后
が
采
女
を
差
し
出
す
「
伝
統
」
に
つ
い
て
は
疑
問
で
あ
る
。

岡
村
氏
が
そ
の
根
拠
と
し
て
い
る
史
料
を
見
て
い
き
た
い
。 

 

史
料
⑨
『
日
本
書
紀
』
雄
略
天
皇
二
年
十
月
条 

冬
十
月
辛
未
朔
癸
酉
、
幸
于
吉
野
宮
。 

丙
子
、
（
中
略
）
由
是
、
皇
太
后
與
皇
后
、
聞
之
大
懼
。
使
倭
采
女
日

媛
挙
酒
迎
進
。
天
皇
見
采
女
面
貌
端
麗
、
形
容
温
雅
、
乃
和
顔
悦
色
曰
、

朕
豈
不
欲
覩
汝
姸
蜘
、
乃
相
携
手
、
入
於
後
宮
。 

 

史
料
⑩
『
日
本
書
紀
』
允
恭
天
皇
七
年
十
二
月
条 

七
年
冬
十
二
月
壬
戌
朔
、
讌
于
新
室
。
天
皇
親
之
撫
琴
。
皇
后
起
儛
。

々
既
終
而
、
不
言
礼
事
。
当
時
風
俗
、
於
宴
会
、
儛
者
儛
終
、
則
自
対

座
長
曰
、
奉
娘
子
也
。
時
天
皇
謂
皇
后
曰
、
何
失
常
礼
也
。
皇
后
惶
之
、

復
起
儛
。
々
竟
言
、
奉
娘
子
。
天
皇
即
問
皇
后
曰
、
所
奉
娘
子
者
誰
也
。

欲
知
姓
字
。
皇
后
不
獲
已
而
奏
言
、
妾
弟
、
名
弟
姫
焉
。
弟
姫
容
姿
絶

妙
無
比
。
其
艶
色
徹
衣
而
晃
之
。
是
以
、
時
人
号
曰
衣
通
郎
姫
也
。
天

皇
之
志
、
存
于
衣
通
郎
姫
。
故
強
皇
后
而
令
進
。
皇
后
知
之
、
不
輙
言

礼
事
。
爰
天
皇
歓
喜
、
則
明
日
、
遣
使
者
喚
弟
姫
。 

 

史
料
⑨
は
遊
猟
で
不
快
な
思
い
を
し
た
天
皇
の
怒
り
を
な
だ
め
る
た
め
に
、

皇
太
后
と
皇
后
と
が
倭
采
女
日
媛
に
酒
を
運
ば
せ
、
そ
の
後
共
寝
し
た
と
い

う
も
の
、
史
料
⑩
は
「
新
室
」
で
の
宴
会
（
新
嘗
で
の
宴
）
で
天
皇
の
琴
に

合
わ
せ
て
皇
后
が
舞
っ
た
後
に
皇
后
が
妹
の
衣
通
郎
姫
を
「
常
礼
」
に
則
り

差
し
出
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
岡
村
氏
の
聖
婚
儀
礼
を
否
定
す
る
見
解
に
は
い
く

つ
か
の
問
題
点
が
あ
る
。
ま
ず
、
雄
略
天
皇
や
允
恭
天
皇
の
時
代
の
「
皇
后
」

記
載
を
そ
の
ま
ま
律
令
制
下
の
皇
后
と
重
ね
合
わ
せ
て
論
じ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
五
世
紀
に
お
い
て
皇
后
は
も
ち
ろ
ん
大
后
称
さ
え
成
立
し
て
い
た
と

は
言
い
難
く(

22)

、
ま
た
こ
の
時
代
の
キ
サ
キ
が
采
女
と
さ
れ
て
い
る
も
の
と

ど
れ
ほ
ど
の
違
い
が
あ
っ
た
の
か
、
つ
ま
り
キ
サ
キ
と
表
記
さ
れ
て
い
る
も

の
も
采
女
的
な
存
在
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
逆
も
あ
っ
た
と

考
え
る(

23)

。 

ま
た
史
料
⑩
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
当
時
の
風
俗
で
は
娘
子
を
座
長
に
差

し
出
す
の
は
皇
后
で
は
な
く
舞
者
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
面
で
は

偶
然
に
皇
后
で
あ
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
伝
統
に
ま
で
拡
大
解
釈
は
で
き
な
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
『
日
本
書
紀
』
の
記
事
か
ら
、

「
皇
后
」
が
天
皇
と
共
寝
す
る
采
女
を
選
ん
で
差
し
出
す
伝
統
が
あ
っ
た
と

論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。 

そ
れ
で
は
、
皇
后
（
大
后
）
に
よ
る
聖
婚
儀
礼
は
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ

う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
中
宮
の
沐
浴
の
可
能
性
や
神
嘉
殿
に
入
り
ど
ん
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な
形
態
で
あ
れ
神
座
に
座
る
の
は
天
皇
と
皇
后
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新

嘗
祭
・
神
今
食
に
お
け
る
神
事
は
聖
婚
儀
礼
の
名
残
り
で
あ
り
、
『
延
喜
式
』

段
階
で
は
形
骸
化
し
た
も
の
と
い
う
見
解(

24)

を
支
持
し
た
い
。 

『
日
本
書
紀
』
安
閑
天
皇
元
年
（
五
三
四
）
四
月
癸
丑
朔
条
の
よ
う
に
、

皇
后
の
寝
所
に
乱
入
す
る
こ
と
に
厳
罰
を
課
し
、
ま
た
『
日
本
書
紀
』
用
明

天
皇
元
年
（
五
八
六
）
夏
五
月
条
に
「
穴
穗
部
皇
子
欲
奸
炊
屋
姫
皇
后
而
自

強
入
於
殯
宮
。
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
皇
后
を
奸
す
こ
と
が
大
王
位
に
と
っ

て
意
味
の
あ
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
は
、
大
后
（
皇
后
）
が
大
王
と

の
聖
婚
儀
礼
に
よ
っ
て
王
権
の
正
統
性
を
保
障
す
る
と
い
う
役
割
を
負
っ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

皇
后
の
祭
祀
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
岡
村
氏
が
明
ら
か
に
し
た

よ
う
に
八
世
紀
初
頭
に
は
確
実
に
天
皇
皇
后
親
祭
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
た
で

あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
皇
后
が
采
女
を
差
し
出
す
伝

統
で
は
な
く
、
服
属
儀
礼
を
基
底
に
し
た
聖
婚
儀
礼
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で

あ
り
、
律
令
国
家
段
階
に
お
い
て
は
す
で
に
そ
の
聖
婚
儀
礼
は
形
骸
化
し
、

模
倣
儀
礼
と
な
っ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る(

25)

。
そ
の
後
、
弘
仁
十
一
年
格
に

お
い
て
中
宮
の
帛
衣
が
「
助
祭
之
服
」
と
定
め
ら
れ
、
『
延
喜
式
』
段
階
に

お
い
て
中
宮
は
実
際
に
新
嘗
祭
や
神
今
食
で
神
事
を
天
皇
と
共
に
実
修
し
な

い
ま
で
に
形
骸
化
し
て
い
っ
た
。
嵯
峨
朝
以
降
、
新
嘗
祭
や
神
今
食
は
天
皇

親
祭
祭
祀
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

で
は
な
ぜ
、
嵯
峨
朝
に
い
た
っ
て
、
新
嘗
祭
や
神
今
食
は
天
皇
親
祭
祭
祀

と
し
て
整
備
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
か
。
皇
后
の
助
祭
は
、
皇
后
が
采
女

を
差
し
出
す
伝
統
に
端
を
発
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
は
先
述
し
た
。
こ

の
平
安
時
代
前
期
に
お
け
る
祭
祀
形
態
の
変
化
は
、
皇
后
の
地
位
、
ひ
い
て

は
権
力
構
造
の
変
化
と
も
密
接
に
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。次
章
で
は
、

奈
良
時
代
後
期
か
ら
嵯
峨
朝
に
い
た
る
時
期
の
皇
后
の
地
位
の
変
化
を
考
察

し
、
弘
仁
十
一
年
格
の
時
代
背
景
を
考
え
て
い
き
た
い
。 

 

第
二
章 

祭
祀
形
態
の
変
容
と
皇
后 
 

第
一
節 

平
安
時
代
前
期
に
お
け
る
皇
后
位
の
変
質 

第
一
項 

光
仁
朝
に
お
け
る
皇
后 

 

光
仁
天
皇
は
、
宝
亀
元
年
（
七
七
〇
）
に
即
位
し
た
。
光
仁
は
天
智
の
皇

子
施
基
親
王
の
所
生
で
あ
り
、
天
智
系
の
天
皇
で
あ
っ
た
の
で
、
天
武
系
の

井
上
内
親
王
を
皇
后
に
し
、
そ
の
所
生
子
で
あ
る
他
戸
親
王
を
皇
太
子
と
し

た
。
一
方
で
、
父
施
基
親
王
に
天
皇
位
を
、
母
紀
橡
姫
に
皇
太
后
を
追
贈
し

て
い
る
。
光
仁
は
「
井
上
内
親
王
を
皇
后
に
、
他
戸
親
王
を
皇
太
子
に
定
め

る
こ
と
で
天
武
系
皇
統
と
の
連
続
性
を
強
調
す
る
一
方
で
、
天
智
直
系
を
も

標
榜
し
た
」
の
だ
と
い
う(

26)

。
天
皇
を
呪
詛
し
た
と
し
て
井
上
内
親
王
と
そ

れ
に
連
座
し
て
他
戸
親
王
の
地
位
が
剥
奪
さ
れ
た
後
、
皇
太
子
に
山
部
親
王

を
据
え
た
が
、
立
后
は
な
い
。
立
后
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
西
野
悠
紀

子
氏
が
母
親
の
地
位
が
高
く
な
い
皇
太
子
の
地
位
が
不
安
定
に
な
る
こ
と
を

避
け
た
為
で
あ
る
と
し
て
い
る(

27)

。 
橋
本
義
則
氏
は
光
仁
朝
に
は
後
宮
の
殿
舎
配
置
に
大
き
な
変
化
が
あ
り
、

そ
の
変
化
と
は
内
裏
と
は
別
所
に
営
ま
れ
て
い
た
皇
后
宮
が
内
裏
に
お
い
て

成
立
し
た
こ
と
と
し
て
い
る
。
内
裏
に
お
け
る
皇
后
宮
の
成
立
は
井
上
内
親
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王
の
時
で
あ
り
、
皇
后
宮
職
以
下
の
組
織
が
縮
小
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

常
置
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
橋
本
氏
は
「
律
令
国
家
に
お
い
て
天
皇

と
と
も
に
皇
権
を
掌
握
し
、
ま
た
皇
太
子
と
共
に
皇
位
継
承
の
機
会
を
有
し

た
皇
后
の
性
格
や
権
能
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
、
平
安
時
代
の
皇
后
や
中
宮

の
よ
う
に
政
治
上
の
権
能
を
有
さ
な
い
単
な
る
天
皇
の
嫡
妻
で
し
か
な
く
な

っ
た
事
実
が
あ
る
」
と
論
じ
て
い
る(

28)

。 

 

光
仁
朝
は
井
上
内
親
王
の
廃
后
や
そ
の
後
皇
后
が
置
か
れ
な
い
な
ど
、
皇

后
を
考
え
る
上
で
重
要
な
時
期
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
こ
で
、
光
仁
朝
以
前

の
皇
后
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。 

 

今
な
お
皇
后
研
究
の
通
説
的
見
解
で
あ
る
岸
俊
男
氏
の
論
に
よ
れ
ば
、
皇

后
は
飛
鳥
浄
御
原
令
に
よ
っ
て
成
立
し
、鵜
野
皇
女
が
最
初
で
あ
る
と
い
う
。

ま
た
、
皇
后
の
前
身
的
地
位
と
し
て
大
后
に
つ
い
て
検
討
し
、
大
后
と
后
の

区
別
が
推
古
朝
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
允
恭
・
雄
略
の
頃
（
五
世
紀
中

頃
）よ
り
特
定
の
后
妃
に
つ
い
て
か
な
り
高
い
地
位
が
認
め
ら
れ
る
こ
と（
但

し
、
あ
く
ま
で
も
大
后
的
存
在
で
あ
っ
た
と
す
る
）
、
私
部
の
成
立
か
ら
大

后
制
は
推
古
朝
に
近
い
頃
に
成
立
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
皇
后

と
大
后
は
出
自
が
皇
族
に
限
ら
れ
る
こ
と
や
、
経
済
基
盤
で
あ
る
私
部
と
中

宮
湯
沐
と
の
共
通
点
か
ら
、
大
后
は
皇
后
の
前
身
的
地
位
で
あ
る
と
論
じ
た

の
で
あ
る(

29)

。 

 

そ
し
て
、
藤
原
氏
出
身
で
あ
る
光
明
子
が
立
后
し
た
こ
と
は
、
県
犬
養
広

刀
自
を
母
と
し
て
生
ま
れ
た
安
積
親
王
に
対
処
す
る
た
め
の
藤
原
氏
の
方
策

で
あ
り
、
国
政
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
皇
后
の
地
位
と
権
能
に
着

目
し
た
も
の
と
し
た
。 

 

大
后
の
成
立
過
程
に
お
い
て
は
、
出
自
が
皇
族
で
あ
る
こ
と
が
重
要
な
要

素
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る(

30)

。
し
か
し
、
光
明
子
の
立
后
以
降
、
皇
后
の

出
自
は
皇
族
に
限
定
さ
れ
ず
、
文
武
に
い
た
っ
て
は
皇
女
の
キ
サ
キ
さ
え
い

な
い
。
そ
し
て
非
皇
族
出
自
の
皇
后
に
共
通
す
る
の
は
所
生
子
が
即
位
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
成
清
弘
和
氏
は
こ
の
点
に
関
し
て
、
律
令
制
下
に
お
い

て
は
、
皇
后
の
性
格
を
規
定
す
る
の
は
そ
の
出
自
よ
り
も
次
代
の
皇
位
継
承

者
の
再
生
産
で
あ
っ
た
と
し
、
皇
族
皇
后
制
は
日
本
で
は
根
付
か
な
か
っ
た

と
し
た(

31)

。
ま
た
、
同
じ
く
律
令
皇
后
を
有
力
な
皇
位
継
承
者
の
再
生
産
と

す
る
津
田
京
子
氏
は
、
後
宮
の
成
立
か
ら
有
力
な
天
皇
妃
に
皇
太
子
が
誕
生

し
な
い
場
合
は
皇
后
を
冊
立
す
る
こ
と
は
行
わ
れ
な
い
が
、
光
明
子
の
よ
う

に
皇
太
子
が
誕
生
し
な
い
場
合
に
皇
后
が
冊
立
さ
れ
る
と
し
た(

32)

。 

皇
后
の
出
自
が
皇
族
に
限
ら
れ
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
出

自
よ
り
も
次
代
の
皇
位
継
承
者
の
再
生
産
が
皇
后
の
役
割
で
あ
っ
た
か
ら
な

の
だ
ろ
う
か
。
光
明
子
の
立
后
の
場
合
、
す
で
に
安
積
親
王
が
県
犬
養
広
刀

自
か
ら
誕
生
し
て
お
り
、
有
力
な
皇
位
継
承
者
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
成

清
氏
の
説
に
拠
れ
ば
、
安
積
親
王
の
生
母
で
あ
る
広
刀
自
が
立
后
す
れ
ば
良

い
。ま
た
津
田
氏
の
説
に
拠
れ
ば
、す
で
に
有
力
な
皇
子
が
い
る
の
だ
か
ら
、

光
明
子
は
立
后
す
る
必
要
が
な
い
。
皇
后
の
出
自
が
皇
族
に
限
ら
れ
な
く
な

る
こ
と
は
、
複
雑
な
政
治
状
況
が
あ
る
こ
と
は
無
論
だ
が
、
他
に
も
要
因
が

あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

藤
原
氏
出
身
の
光
明
子
が
立
后
す
る
事
は
即
位
の
可
能
性
が
否
定
さ
れ
る

と
い
う
意
味
で
も
皇
后
制
に
と
っ
て
の
重
要
な
一
つ
の
画
期
で
あ
る
と
い
え

る(

33)

。
ま
た
光
明
子
立
后
の
意
義
は
、
皇
后
の
権
能
が
皇
后
宮
職
の
設
置
な
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ど
に
よ
っ
て
機
構
的
に
整
備
さ
れ
安
定
化
し
た
こ
と
に
あ
る
。
人
格
に
よ
ら

ず
に
権
威
を
得
る
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
県
犬
養
広

刀
自
に
安
積
親
王
が
誕
生
し
た
後
に
光
明
子
が
立
后
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ

の
時
点
で
は
皇
后
と
い
う
地
位
が
所
生
子
の
地
位
の
強
化
だ
け
に
結
び
つ
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

光
明
子
立
后
は
特
殊
な
政
治
的
事
情
に
よ
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り

構
造
的
な
問
題
で
も
あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
皇
后
の
権
能
が
人
格
に
よ
ら

ず
に
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、
皇
后
の
即
位
の
可
能
性
を
失
わ
せ
る

と
同
時
に
光
明
皇
后
以
降
、
皇
后
の
地
位
を
所
生
子
と
の
関
係
の
み
に
帰
着

さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
と
考
え
る
。 

 

井
上
内
親
王
の
廃
后
は
、様
々
な
政
治
状
況
が
絡
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
要
因
の
一
つ
に
皇
后
権
力
の
機
構
的
整
備
に
よ
る
安
定
化
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
「
し
り
へ
の
政
」
と
さ
れ
る
天
皇
の
輔

政
を
役
割
と
す
る
皇
后
の
権
能
が
制
度
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
出
自
を
問

わ
な
く
な
り
、
即
位
の
可
能
性
を
失
わ
せ
る
。
こ
の
こ
と
は
皇
后
の
地
位
が

前
代
に
比
し
て
便
宜
的
な
も
の
に
変
質
し
て
い
く
契
機
と
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
上
述
し
た
よ
う
に
井
上
内
親
王
の
時
に
初
め

て
内
裏
に
お
い
て
皇
后
宮
が
成
立
し
た
こ
と
は(

34)

、
鵜
野
皇
后
以
来
の
皇
后

の
あ
り
方
を
変
質
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。 

八
世
紀
末
は
内
廷
の
機
能
へ
の
男
官
の
進
出
が
顕
在
化
す
る
と
さ
れ
て
い

る(

35)

。
光
仁
朝
は
皇
后
の
地
位
の
変
化
の
萌
芽
が
表
れ
る
時
期
で
あ
り
、
ま

た
そ
の
変
化
は
内
裏
に
お
い
て
皇
后
宮
が
成
立
す
る
よ
う
に
構
造
的
な
変
質

で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。 

第
二
項 

桓
武
朝
に
お
け
る
皇
后 

桓
武
天
皇
は
天
応
元
年
（
七
八
一
）
に
即
位
し
、
同
時
に
実
弟
の
早
良
親

王
を
皇
太
子
に
し
た
が
、
宝
亀
五
年
（
七
七
四
）
に
は
安
殿
親
王
（
後
の
平

城
天
皇
）
が
誕
生
し
て
お
り
、
延
暦
二
年
（
七
八
三
）
に
は
安
殿
親
王
の
生

母
で
あ
る
藤
原
乙
牟
漏
を
皇
后
に
立
て
た
。
延
暦
四
年
（
七
八
五
）
に
は
種

継
暗
殺
事
件
に
関
わ
っ
た
と
し
て
早
良
親
王
が
廃
太
子
さ
れ
、
同
年
、
安
殿

親
王
が
立
太
子
し
た
。 

 

桓
武
天
皇
に
は
藤
原
乙
牟
漏
の
他
に
、
酒
人
内
親
王
が
入
内
し
て
い
る
。

な
ぜ
藤
原
乙
牟
漏
が
立
后
し
た
の
か
。 

 

山
本
一
也
氏
は
、天
皇
の
女
が
皇
后
と
な
る
伝
統
が
あ
っ
た
と
し
た
上
で
、

夫
人
で
あ
っ
た
乙
牟
漏
を
皇
后
と
す
る
こ
と
で
妃
で
あ
っ
た
酒
人
の
上
位
に

位
置
付
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
安
殿
の
皇
嗣
と
し
て
の
立
場
を
確
定
す
る
施
策

で
あ
っ
た
と
し
た
。
ま
た
、
桓
武
は
同
母
弟
で
あ
る
早
良
を
抹
殺
し
て
、
乙

牟
漏
を
立
后
し
た
こ
と
で
、
皇
位
継
承
に
お
け
る
天
皇
の
女
所
生
と
い
う
要

素
の
重
視
と
い
う
原
則
を
打
破
し
、
こ
の
こ
と
は
王
権
の
父
系
的
な
自
立
に

つ
な
が
っ
た
と
し
た(

36)

。 

し
か
し
、
王
権
の
父
系
的
な
自
立
と
い
う
見
解
は
容
認
し
が
た
い
。
光
仁

系
皇
統
は
直
系
が
不
分
明
な
ま
ま
に
兄
弟
継
承
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
皇
統
を
形

成
し
た
と
さ
れ
て
お
り(

37)

、
ま
た
皇
后
を
冊
立
す
る
こ
と
で
所
生
子
の
皇
太

子
と
し
て
の
地
位
が
確
定
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
し
て
、
王
権
が
父
系
的
に

自
立
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。ま
た
、先
述
し
た
よ
う
に
光
明
皇
后
以
降
、

非
皇
族
出
自
の
皇
后
が
出
現
す
る
シ
ス
テ
ム
は
十
分
に
整
っ
て
い
た
と
考
え

る
。
内
親
王
の
キ
サ
キ
が
立
后
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
内
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親
王
で
あ
る
こ
と
が
皇
后
と
な
る
絶
対
条
件
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
か
ら
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
天
皇
の
女
が
皇
后
と
な
る
伝
統
と

い
う
考
え
は
容
認
し
が
た
い
。 

春
名
宏
昭
氏
は
、
桓
武
が
即
位
し
た
際
、
母
親
で
あ
る
高
野
新
笠
を
皇
太

夫
人
と
し
た
が
、
こ
れ
は
嫡
妻
の
子
が
最
有
力
の
皇
位
継
承
候
補
者
で
あ
る

こ
と
を
桓
武
が
身
を
以
て
示
し
た
も
の
で
あ
り
、立
后
は
そ
れ
を
明
示
す
る
、

意
思
表
示
の
機
能
を
持
っ
て
い
る
と
し
た(

38)

。 

 

西
野
悠
紀
子
は
、
当
時
の
貴
族
の
嫡
妻
選
定
と
同
様
長
子
の
母
で
あ
っ
た

こ
と
と
、
長
子
な
い
し
皇
太
子
候
補
の
母
と
し
て
の
権
威
を
付
与
す
る
必
要

性
か
ら
立
后
さ
れ
た
と
し
た(

39)

。 

橋
本
義
則
氏
は
、
桓
武
朝
に
お
い
て
、
内
裏
に
お
け
る
後
宮
が
成
立
し
、

こ
れ
は
前
朝
に
於
け
る
皇
后
の
単
な
る
嫡
妻
化
、
皇
后
以
外
の
后
妃
の
居
所

あ
る
い
は
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
場
で
あ
る
後
宮
の
内
裏
に
お
け
る
常
置
を

意
味
し
て
お
り
、
ま
た
桓
武
に
よ
る
皇
統
維
持
政
策
の
た
め
の
後
宮
繁
栄
策

で
あ
っ
た
と
し
た
。
た
だ
し
、
桓
武
朝
に
お
い
て
は
皇
后
宮
が
欠
如
し
て
お

り
、
内
裏
の
構
造
が
流
動
的
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
橋
本
氏
は
皇
后

が
い
な
い
た
め
（
平
城
も
同
様
）
と
し
て
い
る(

40)

。
し
か
し
、
桓
武
は
す
で

に
皇
后
を
冊
立
し
て
い
る
か
ら
、
藤
原
乙
牟
漏
は
皇
后
宮
を
内
裏
内
に
持
っ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
皇
后
が
い
ま
だ
自
立
性
を
保
持

し
て
い
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
た
い
。 

 

酒
人
内
親
王
は
朝
原
内
親
王
を
生
ん
で
い
る
が
、男
子
は
生
ん
で
い
な
い
。

一
方
、
乙
牟
漏
は
後
の
平
城
天
皇
で
あ
る
安
殿
親
王
を
生
ん
で
お
り
、
こ
の

こ
と
か
ら
乙
牟
漏
は
所
生
子
と
の
関
係
に
お
い
て
立
后
さ
れ
た
可
能
性
が
大

き
い
。
内
親
王
の
キ
サ
キ
が
立
后
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
述
し

た
よ
う
に
、
す
で
に
内
親
王
で
あ
る
こ
と
が
皇
后
と
な
る
絶
対
条
件
で
は
な

く
な
っ
て
い
た
こ
と
が
背
景
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
桓
武

朝
は
、
遷
都
を
始
め
、
儀
式
や
社
会
制
度
な
ど
で
多
く
の
変
革
が
な
さ
れ
た

時
期
で
あ
る
が(

41)

、
女
御
と
い
う
身
分
呼
称
が
生
ま
れ
後
宮
が
成
立
す
る
な

ど(

42)

、
キ
サ
キ
制
度
に
お
い
て
も
重
要
な
時
期
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
皇

后
も
光
仁
以
来
、
単
な
る
嫡
妻
へ
と
変
質
し
て
は
い
る
が
、
皇
后
が
「
自
立

性
」
を
保
持
す
る
こ
と
も
あ
り
、
い
ま
だ
過
渡
期
の
状
態
で
あ
る
と
い
え
る

だ
ろ
う
。 

第
三
項 

平
城
朝
に
お
け
る
皇
后 

 

平
城
天
皇
は
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
に
即
位
し
、
故
藤
原
帯
子
（
延
暦
十

三
年
〈
七
九
四
〉
死
去
）
に
皇
后
を
贈
位
し
、
同
母
弟
の
神
野
親
王
を
皇
太

子
に
立
て
た
。
平
城
の
場
合
も
、
桓
武
と
同
様
、
朝
原
内
親
王
や
大
宅
内
親

王
の
二
人
の
異
母
妹
の
皇
女
を
妃
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
延
暦
十
八
年
（
七

九
九
）
に
は
、
後
の
嵯
峨
天
皇
の
皇
太
子
高
岳
親
王
が
伊
勢
継
子
を
母
と
し

て
誕
生
し
て
お
り
（
後
に
廃
太
子
）
、
ま
た
延
暦
十
一
年
（
七
九
二
）
に
は

第
一
皇
子
で
あ
る
阿
保
親
王
が
生
ま
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
生
母

を
皇
后
に
立
て
て
、
有
力
な
皇
位
継
承
候
補
者
で
あ
る
と
す
る
こ
と
も
で
き

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
平
城
は
二
人
の
内
親
王
も
皇
子
の
生
母
も
皇
后
に

立
て
ず
、
故
藤
原
帯
子
に
皇
后
を
贈
位
し
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
か
。 

 

二
人
の
内
親
王
の
キ
サ
キ
が
立
后
し
な
か
っ
た
の
は
、
先
述
し
た
よ
う
に

内
親
王
で
あ
る
こ
と
が
皇
后
の
絶
対
条
件
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
が
一
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つ
の
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
他
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。 

 
山
本
氏
は
、
出
自
が
低
く
夫
人
で
も
な
い
木
工
頭
伊
勢
老
人
女
の
継
子
で

は
、
立
后
で
き
な
か
っ
た
と
し
た(

43)

。
し
か
し
、
父
系
の
成
立
を
説
き
な
が

ら
伊
勢
の
出
自
の
低
さ
の
み
を
強
調
す
る
の
は
疑
問
で
あ
る
し
、
二
人
も
内

親
王
の
妃
が
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
二
人
と
も
立
后
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
内

親
王
の
妃
を
重
視
す
る
自
身
の
説
に
矛
盾
す
る
。 

春
名
氏
は
、
皇
太
子
時
代
の
妃
で
子
女
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
故
藤
原
帯
子

に
皇
后
を
贈
位
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
の
血
統
か
ら
は
皇
位
継
承
者
を

立
て
な
い
こ
と
を
明
示
し
た
と
論
じ
た(

44)

。 

坂
上
康
俊
氏
は
、
伊
勢
継
子
で
は
外
戚
が
弱
す
ぎ
て
立
后
で
き
な
か
っ
た

し
、
ま
た
同
母
弟
で
あ
る
神
野
と
の
仲
を
維
持
す
る
こ
と
を
優
先
し
た
の
だ

と
し
た
。
春
名
説
か
ら
す
る
と
、
高
岳
の
母
を
立
后
す
れ
ば
神
野
の
地
位
が

微
妙
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
複
雑
な
政
治
状
況
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
し
て
い
る(

45)

。 

複
雑
な
政
治
状
況
が
あ
る
と
は
い
え
、
春
名
説
も
坂
上
説
も
、
皇
后
の
地

位
が
所
生
子
と
の
関
係
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
発
す
る
微

妙
な
政
治
バ
ラ
ン
ス
が
あ
っ
た
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
二
人
の
内

親
王
の
キ
サ
キ
に
は
男
子
は
生
ま
れ
て
お
ら
ず
、
皇
后
の
地
位
は
そ
の
出
自

よ
り
も
所
生
子
と
の
関
係
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
皇

后
が
単
な
る
嫡
妻
に
変
質
し
つ
つ
あ
る
前
代
の
流
れ
を
平
城
も
踏
襲
し
て
い

る
と
い
え
よ
う
。 

 

第
四
項 

嵯
峨
朝
に
お
け
る
皇
后 

嵯
峨
天
皇
は
、
大
同
四
年
（
八
〇
九
）
に
即
位
し
、
平
城
皇
子
で
あ
る
高

岳
親
王
を
皇
太
子
に
立
て
た
。
弘
仁
元
年
（
八
一
〇
）
に
起
こ
っ
た
薬
子
の

変
に
よ
っ
て
、
高
岳
親
王
が
廃
太
子
さ
れ
、
桓
武
と
藤
原
旅
子
の
所
生
で
あ

る
大
伴
親
王
が
立
太
子
し
た
。
同
年
に
は
母
を
橘
嘉
智
子
と
し
て
正
良
親
王

が
誕
生
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
弘
仁
六
年
（
八
一
五
）
に
は
、
夫
人
橘
嘉
智

子
が
立
后
し
て
い
る
。 

ま
ず
、
薬
子
の
変
の
影
響
か
ら
見
て
い
き
た
い
。
薬
子
の
変
が
権
力
構
造

に
与
え
た
影
響
は
大
き
く
、
皇
后
制
に
も
何
ら
か
の
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。 

坂
上
氏
は
、
薬
子
の
変
は
、
譲
位
し
た
天
皇
と
現
天
皇
と
の
ど
ち
ら
に
究

極
の
皇
権
が
あ
る
の
か
が
整
理
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
来
る
、
権
力
構
造

の
欠
陥
か
ら
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
と
位
置
付
け
た
。
そ
の
た
め
、
太
上
天

皇
の
政
治
の
中
枢
か
ら
の
排
除
が
必
要
と
な
り
、
唯
一
至
高
の
権
力
者
と
し

て
の
天
皇
が
成
立
し
た
と
し
た(

46)

。 

ま
た
、
西
野
氏
に
よ
れ
ば
、
内
侍
の
掌
握
し
て
い
た
奏
請
伝
宣
の
機
能
が

蔵
人
に
移
り
、
内
侍
の
政
治
的
力
が
低
下
し
た
と
い
う(

47)

。 

薬
子
の
変
は
、
王
権
の
強
化
と
同
時
に
女
官
の
政
治
的
支
配
力
の
低
下
を

も
引
き
起
こ
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
弘
仁
十
一
年
格
に
お

い
て
皇
后
の
助
祭
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
関
連
し
て
お
り
、
嵯
峨
朝
に
お
け

る
祭
祀
の
天
皇
親
祭
祭
祀
化
の
背
景
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
、
嵯
峨
天
皇
に
は
高
津
内
親
王
と
の
間
に
業
良
親
王
が
生
ま
れ
て
い

る
も
関
わ
ら
ず
、
橘
嘉
智
子
を
皇
后
に
立
て
た
。
な
ぜ
か
。 
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山
本
氏
は
、
乙
牟
漏
の
場
合
と
同
様
、
嘉
智
子
を
高
津
の
上
位
に
お
く
こ

と
で
正
良
を
業
良
の
上
位
に
お
く
も
の
だ
と
い
う(

48)

。 
春
名
氏
は
、
嵯
峨
天
皇
の
意
向
が
正
良
親
王
立
太
子
に
あ
る
こ
と
を
明
示

す
る
も
の
と
し(

49)

、
こ
れ
は
坂
上
も
同
様
で
あ
る(

50)

。
ま
た
、
河
内
祥
輔
氏

は
、
立
后
は
皇
嗣
の
確
定
と
連
動
す
る
、
と
し
て
い
る(

51)

。 

西
野
氏
は
、
乙
牟
漏
同
様
、
天
皇
の
男
子
（
第
二
子
）
を
生
ん
で
い
た
こ

と
が
要
因
で
あ
り
、
嫡
后
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
子
女
に
皇
位
を
継
承

さ
せ
得
た
以
外
は
そ
の
権
力
は
天
皇
の
母
と
し
て
の
親
権
に
依
存
し
て
い
る

と
し
た
。
こ
の
こ
と
は
母
后
を
成
立
さ
せ
、
皇
后
位
を
形
骸
化
さ
せ
、
ひ
い

て
は
皇
后
の
不
在
を
引
き
起
こ
し
た
と
し
た(

52)

。 

高
津
内
親
王
所
生
の
業
良
親
王
は
そ
の
人
格
に
問
題
を
抱
え
て
い
た
と
も

言
わ
れ
て
お
り(

53)

、
嵯
峨
朝
に
お
い
て
は
後
の
幼
帝
の
出
現
に
み
ら
れ
る
よ

う
な
王
権
構
造
を
と
っ
て
は
お
ら
ず
、
即
位
に
は
天
皇
の
人
格
的
資
質
は
い

ま
だ
問
わ
れ
る
要
素
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
や
は
り
立
后
は
有
力
な
皇
位
継

承
候
補
者
の
有
無
が
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

次
に
皇
后
宮
の
問
題
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

橋
本
氏
は
、
皇
后
に
橘
嘉
智
子
が
冊
立
さ
れ
る
と
、
内
裏
の
改
作
が
行
わ

れ
皇
后
宮
を
伴
う
内
裏
が
造
営
さ
れ
、
弘
仁
九
年
（
八
一
八
）
に
殿
閣
門
号

の
制
定
が
な
さ
れ
、
内
裏
の
構
造
が
固
定
さ
れ
た
と
し
た(

54)

。 

こ
こ
で
皇
后
宮
に
関
す
る
格
を
見
て
い
き
た
い
。 

 
 史

料
⑪ 

『
類
聚
三
代
格
』
巻
四 

弘
仁
七
年
六
月
八
日
太
政
官
符 

太
政
官
符 

 

応
補
充
酒
司
酒
部
事 

 
 

合
六
十
人 

元
卌
人 

今
加
廿
人 

右
得
宮
内
省
解
偁
。
造
酒
司
解
偁
。
案
職
員
令
酒
部
数
六
十
人
。
而
去

大
同
二
年
減
廿
人
定
卌
人
。
今
分
配
平
城
宮
并
皇
后
宮
。
無
人
充
奉
。

毎
事
難
堪
。
望
請
。
依
令
被
給
六
十
人
。
将
済
公
事
者
。
右
大
臣
宣
。

奉 

勅
。
依
請
。 

 
 

弘
仁
七
年
六
月
八
日 

 

こ
れ
は
、
嘉
智
子
の
立
后
に
伴
っ
て
、
酒
司
等
内
廷
諸
官
司
の
定
員
を
増

加
す
る
格
で
あ
る
が
、
鬼
頭
清
明
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
史
料
は
皇
后
の
自
立

性
が
弱
ま
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
皇
后
の
経
済
が
独
立
性

を
失
い
、
天
皇
の
経
済
と
合
体
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
だ
と
い
う(

55)

。 
 

 

嵯
峨
朝
に
至
っ
て
、
内
裏
に
皇
后
宮
が
成
立
す
る
な
ど
皇
后
の
経
済
基
盤

が
自
立
性
を
失
う
こ
と
で
構
造
的
に
皇
后
の
権
力
が
所
生
子
の
地
位
の
強
化

に
の
み
求
め
ら
れ
る
状
態
が
現
出
し
、
皇
后
位
は
所
生
子
と
の
関
係
で
の
み

成
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
皇
后
の
地
位
の
利
便
化
を
も
引

き
起
こ
し
た
こ
と
と
考
え
る
。 

嵯
峨
朝
に
て
、
皇
后
の
「
助
祭
」
が
定
め
ら
れ
る
背
景
に
、
独
立
し
た
経

済
基
盤
を
持
ち
権
力
を
行
使
す
る
皇
后
か
ら
、
所
生
子
と
の
関
係
の
み
で
成

立
す
る
利
便
化
さ
れ
た
皇
后
へ
の
変
質
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 
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第
二
節 

儀
式
の
変
質 

第
一
項 

立
后
の
儀 

 

河
内
祥
輔
氏
に
よ
れ
ば
、
立
后
の
儀
は
嵯
峨
天
皇
の
と
き
に
変
化
し
て
い

る
と
い
う(
56)
。
そ
こ
で
、
立
后
の
儀
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

 

史
料
⑫ 

『
続
日
本
紀
』
天
平
元
年
八
月
戊
辰
（
十
日
）
条 

戊
辰
、
詔
立
正
三
位
藤
原
夫
人
為
皇
后
。 

 

史
料
⑬ 

『
続
日
本
紀
』
天
平
元
年
八
月
壬
午
（
二
十
四
日
）
条 

壬
午
、
喚
入
五
位
及
諸
司
長
官
干
内
裡
。
而
知
太
政
官
事
一
品
舎
人
親

王
宣
勅
曰
、
（
後
略
・
宣
命
） 

 

ま
ず
、
立
后
の
儀
は
十
日
型
と
二
十
四
日
型
に
分
け
ら
れ
る
と
い
う
。
十

日
型
は
史
料
⑫
に
見
え
る
も
の
で
、
奈
良
時
代
以
前
の
伝
統
を
引
く
も
の
で

あ
り
、
桓
武
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
宣
命
は
「
某
を
皇
后
に
定
む
」
の

み
で
、
儀
式
の
規
模
も
小
さ
い
。 

二
十
四
日
型
は
、
聖
武
天
皇
の
時
に
創
始
さ
れ
た
も
の
で
、
大
勢
の
官
人

を
内
裏
の
内
外
に
召
集
し
長
々
し
い
宣
命
を
読
み
上
げ
皇
位
継
承
に
つ
い
て

話
し
聞
か
せ
、
最
後
に
賜
物
を
与
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る(

史
料
⑬
）
。
こ

の
二
十
四
日
型
は
聖
武
天
皇
以
来
、
誰
も
行
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
嵯
峨
天

皇
に
継
承
さ
れ
、
復
活
し
た
。
嵯
峨
天
皇
は
伝
統
的
な
十
日
型
を
捨
て
て
二

十
四
日
型
を
正
式
の
立
后
儀
に
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
立
后
の
儀
は
、

嵯
峨
以
降
、
『
儀
式
』
に
規
定
さ
れ
、
後
世
は
こ
の
方
式
で
挙
行
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
と
い
う(

57)

。 

河
内
氏
は
聖
武
天
皇
に
焦
点
を
当
て
て
こ
の
立
后
の
儀
に
つ
い
て
論
じ
て

い
る
の
で
、
嵯
峨
天
皇
に
は
触
れ
る
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
、
嵯
峨
朝
に
お

い
て
二
十
四
日
型
の
立
后
の
儀
が
復
活
し
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る

の
で
、
以
下
論
じ
て
い
き
た
い
。 

二
十
四
日
型
の
立
后
の
特
徴
は
、
大
勢
の
官
人
に
長
々
し
い
宣
命
で
皇
位

継
承
に
つ
い
て
読
み
聞
か
せ
る
こ
と
に
あ
る
が
、
そ
の
意
義
は
立
后
が
皇
位

継
承
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
確
定
す
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
宣
言
す
る
と
こ

ろ
に
あ
る(

58)

。
こ
の
立
后
の
方
式
が
創
始
さ
れ
た
聖
武
天
皇
に
立
て
ら
れ
た

皇
后
は
、
か
の
光
明
皇
后
で
あ
り
、
非
皇
族
出
自
の
皇
后
と
し
て
そ
の
正
統

性
を
よ
り
多
く
の
官
人
に
訴
え
る
た
め
に
も
、
大
規
模
な
二
十
四
日
型
の
立

后
の
儀
が
必
要
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
二
つ
の
立
后
の
儀
を
行
っ
た
光
明

皇
后
は
前
代
の
大
后
的
な
皇
后
と
嫡
妻
的
な
皇
后
と
の
二
つ
の
要
素
を
持
っ

て
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
嵯
峨
天
皇
の
場
合
は
ど
う
か
。 

先
述
し
た
よ
う
に
、
嵯
峨
天
皇
の
皇
后
は
橘
嘉
智
子
で
あ
る
。
こ
の
立
后

は
嵯
峨
天
皇
の
意
思
が
正
良
親
王
に
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
も
の
と
さ
れ
て

い
る
が(

59)

、
多
く
の
后
妃
（
内
親
王
も
含
め
）
と
有
力
な
皇
位
継
承
候
補
者

を
保
持
し
て
い
た
嵯
峨
天
皇
は(

60)

、
立
后
が
皇
位
継
承
と
の
関
わ
り
に
お
い

て
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
を
宣
言
す
る
二
十
四
日
型
の
立
后
の
儀
を
行
い
、

そ
の
意
思
を
よ
り
明
確
に
表
す
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。 ま

た
、
二
十
四
日
型
の
立
后
の
儀
の
採
用
は
、
皇
后
の
独
立
し
た
権
能
よ

り
も
皇
后
位
を
皇
位
継
承
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
よ
う
変
化
し
た
た
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め
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
嵯
峨
朝
に
い
た
っ
て
皇
后

が
嫡
妻
化
し
て
い
る
こ
と
が
背
景
と
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の

皇
后
の
嫡
妻
化
は
桓
武
以
来
の
唐
風
化
が
そ
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
次
に
唐
風
化
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。 

 
 

第
二
項 

唐
風
化 

西
野
氏
に
よ
れ
ば
、
桓
武
天
皇
は
、
母
が
渡
来
系
の
高
野
新
笠
で
あ
り
、

自
ら
の
血
統
の
尊
貴
性
を
主
張
す
る
た
め
に
、
中
国
文
化
を
意
識
的
に
導
入

し
て
お
り
、具
体
的
に
は
祭
天
の
儀
礼
な
ど
の
導
入
に
表
れ
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
こ
と
は
、
皇
后
制
に
も
影
響
を
与
え
て
お
り
、
唐
に
な
ら
っ
た
皇
后
の

冊
立
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
皇
后
の
持
つ
政
治
的
意
味
が
薄
れ
、
嫡
子

の
母
と
し
て
の
嫡
妻
と
し
て
の
性
格
が
強
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
う
。 

ま
た
西
野
氏
に
よ
れ
ば
、
中
国
的
な
男
女
役
割
観
念
に
よ
っ
て
皇
后
を
称

え
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
と
す
る(

61)

。 

し
か
し
、
次
の
史
料
か
ら
は
桓
武
朝
に
皇
后
が
完
全
に
唐
に
な
ら
っ
た
も

の
と
さ
れ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。 

 

史
料
⑭ 

『
続
日
本
紀
』
延
暦
七
年
正
月
甲
子
条 

甲
子
。
皇
太
子
加
元
服
。
其
儀
。
天
皇
皇
后
並
御
前
殿
。
（
後
略
） 

 
 

こ
の
史
料
か
ら
は
、
皇
后
も
天
皇
と
と
も
に
立
太
子
の
儀
式
に
参
加
し
て

い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
皇
后
は
桓
武
朝
段
階
に
お
い

て
は
儀
式
の
場
か
ら
の
排
除
は
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ

と
は
先
述
し
た
よ
う
に
桓
武
朝
は
嫡
妻
と
し
て
の
皇
后
が
成
立
す
る
過
渡
期

で
あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

ま
た
、
嵯
峨
朝
は
唐
文
化
の
影
響
を
最
も
深
く
受
け
た
時
期
で(

62)

、
年
中

行
事
の
整
備
と
合
せ
て
、
儀
式
の
唐
風
化
、
中
国
風
文
化
の
取
り
入
れ
が
盛

ん
に
行
わ
れ
た
と
い
う(

63)

。
こ
の
こ
と
は
さ
ら
に
中
国
的
な
皇
后
制
の
導
入

を
促
進
し
、
嫡
妻
と
し
て
の
性
格
が
よ
り
鮮
明
に
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら

れ
、
拙
論
と
も
一
致
す
る
の
で
あ
る
。 

史
料
①
の
弘
仁
十
一
年
格
は
、
唐
風
化
と
い
う
視
点
で
見
れ
ば
、
唐
風
俗

の
積
極
的
採
用
の
一
環
と
し
て
天
皇
・
皇
后
・
太
子
の
儀
式
・
祭
服
を
制
定

し
た
も
の
で
あ
る
。
天
皇
の
帛
衣
に
対
応
す
る
皇
后
の
帛
衣
が
助
祭
の
服
と

さ
れ
る
の
は
、
男
女
役
割
に
基
づ
く
序
例
化(

64)

で
あ
ろ
う
。 

以
上
の
よ
う
な
唐
文
化
の
積
極
的
導
入
は
、皇
后
の
嫡
妻
化
を
進
行
さ
せ
、

皇
后
の
祭
祀
へ
の
関
与
の
変
質
を
生
ん
で
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
唐
風
化

が
桓
武
朝
に
始
ま
り
、
嵯
峨
朝
は
最
も
深
く
そ
の
影
響
を
受
け
た
時
期
で
あ

る
こ
と
は
、
皇
后
制
に
お
い
て
嫡
妻
化
が
進
行
す
る
桓
武
の
時
期
、
そ
し
て

嫡
妻
化
が
構
造
的
に
も
完
成
す
る
嵯
峨
朝
の
時
期
と
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と

は
、
唐
風
化
が
皇
后
制
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
要
素
の
一
つ
で
あ
る
こ
と

を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
権
力
構
造
や
政
治
思
想
の
変
質
が
皇
后
制
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
実
証
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

 
お
わ
り
に 

 
 

弘
仁
十
一
年
格
に
、
皇
后
の
「
帛
衣
」
が
「
助
祭
の
服
」
と
さ
れ
て
い
る
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こ
と
か
ら
、
嵯
峨
朝
に
お
け
る
祭
祀
形
態
の
変
容
を
検
討
し
、
そ
の
背
景
と

し
て
平
安
時
代
前
期
の
皇
后
制
の
変
質
に
つ
い
て
考
察
し
た
。 

第
一
章
で
は
、
岡
村
幸
子
氏
の
「
帛
衣
」
に
つ
い
て
の
論
を
鎮
魂
祭
で
の

御
服
か
ら
考
察
し
た
。
岡
村
氏
は
「
帛
衣
」
に
つ
い
て
検
討
し
、
中
宮
に
は

新
嘗
・
神
今
食
に
お
け
る
「
祭
服
」
が
な
い
こ
と
か
ら
、
『
延
喜
式
』
段
階

に
お
い
て
中
宮
に
よ
る
神
饌
親
供
や
聖
婚
儀
礼
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
、
と
結

論
し
た(

65)

。 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
新
嘗
祭
の
前
日
に
行
わ
れ
、
新
嘗
と
密
接
な
関
連

性
を
持
つ
と
さ
れ
、ま
た
中
宮
の
関
与
が
自
明
で
あ
る
鎮
魂
祭
に
お
け
る「
御

服
」
の
検
討
を
行
っ
た
。
鎮
魂
祭
に
は
天
皇
・
中
宮
・
東
宮
の
祭
服
の
規
定

が
な
い
。
山
尾
幸
久
氏
は
鎮
魂
祭
で
用
い
ら
れ
る
「
御
服
」
は
新
嘗
祭
で
用

い
ら
れ
る
天
皇
と
中
宮
の
祭
服
で
あ
る
と
し
た(
66)
。
鎮
魂
祭
を
中
宮
が
行
う

こ
と
は
明
確
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
宮
に
も
新
嘗
祭
で
の
祭
服
が
存
在
す
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
岡
村
氏
の
結
論
と
矛
盾
す
る
。 

し
か
し
、
『
延
喜
式
』
に
は
中
宮
の
鎮
魂
祭
の
場
合
、
天
皇
と
は
違
い
、

「
御
服
案
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
中
宮
の
鎮
魂
祭
で
は
御
服

本
体
を
用
い
ず
、
空
の
「
御
服
案
」
を
振
る
う
所
作
を
行
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
岡
村
氏
の
結
論
と
同
様
、
『
延
喜
式
』
段
階
で

は
中
宮
自
身
に
よ
る
新
嘗
・
神
今
食
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
結
論
し
た
。 

 

中
宮
が
神
事
を
実
修
し
な
く
な
っ
た
契
機
は
、
皇
后
の
祭
服
が
助
祭
の
服

と
さ
れ
た
嵯
峨
朝
以
降
で
あ
り
、
次
に
嵯
峨
朝
以
前
の
祭
祀
へ
の
皇
后
の
関

与
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
「
神
具
」
や
沐
浴
か
ら
考
察
し
た
。

皇
后
が
神
饌
親
供
を
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
共
通
し
て
い
る
が
、
そ
の
神

饌
親
供
の
背
景
に
聖
婚
儀
礼
を
考
え
る
の
か
、
そ
れ
と
も
別
の
伝
統
を
考
え

る
の
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
見
解
の
相
違
が
あ
る
。 

岡
村
氏
は
『
日
本
書
紀
』
の
記
述
か
ら
、
皇
后
が
采
女
を
差
し
出
す
と
い

う
伝
統
を
神
饌
親
供
の
背
景
と
し
て
い
る
が(

67)

、
そ
の
見
解
は
疑
問
で
あ
る

(

68)

。
ま
た
中
宮
の
沐
浴
の
可
能
性
な
ど
か
ら
、
神
饌
親
供
の
背
景
に
は
聖
婚

儀
礼
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
結
論
し
た(

69)

。 

第
二
章
で
は
、
政
治
史
的
な
面
か
ら
皇
后
制
の
変
質
に
つ
い
て
論
じ
た
。

皇
后
の
前
代
と
は
違
う
嫡
妻
化
は
、
光
仁
朝
に
そ
の
萌
芽
が
見
ら
れ
、
桓
武

朝
に
て
後
宮
が
成
立
し
て(

70)

構
造
的
に
も
進
行
す
る
。
た
だ
し
、
皇
后
宮
の

内
裏
で
の
成
立
は
ま
だ
流
動
的
で
あ
り
、
ま
た
儀
式
の
場
か
ら
の
排
除
が
行

わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
皇
后
は
一
定
の
「
自
立
性
」
を
保
持
し
て
い
た

段
階
で
あ
っ
た
。 

皇
后
の
嫡
妻
化
（
皇
后
が
所
生
子
と
の
関
係
で
の
み
位
置
付
け
ら
れ
る
地

位
と
な
る
こ
と
）
は
、
嵯
峨
朝
に
い
た
っ
て
完
成
す
る
。
薬
子
の
変
以
降
、

太
上
天
皇
の
排
除
が
行
わ
れ
「
唯
一
至
高
の
権
力
者
と
し
て
の
天
皇
」
が
誕

生
す
る(

71)

。
こ
の
こ
と
は
、
皇
后
と
の
関
係
に
も
は
っ
き
り
と
表
れ
、
皇
后

は
天
皇
の
嫡
妻
に
過
ぎ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
立
后
の
儀
の

変
化(

72)

や
儀
式
の
唐
風
化
、
さ
ら
に
皇
后
宮
を
伴
う
内
裏
が
造
営
さ
れ
、
ま

た
内
裏
の
構
造
が
固
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら(

73)

、
皇
后
の
嫡
妻
化
は
構
造
的
に

も
完
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
嵯
峨
朝
は
皇
后
制
に
と
っ
て
の
重
要
な
転
換
点

で
あ
り
、
嵯
峨
朝
に
お
い
て
皇
后
の
嫡
妻
化
が
完
成
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ

う
。 大

后
で
あ
っ
た
炊
屋
姫
（
推
古
天
皇
）
や
鵜
野
皇
后
以
来
の
大
后
的
な
皇
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后
は
、
私
部
の
よ
う
な
独
立
し
た
部
民
を
持
ち
、
天
皇
・
皇
太
子
と
共
に
王

権
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
時
に
は
即
位
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、

九
世
紀
の
皇
后
は
独
立
し
た
経
済
基
盤
を
奪
わ
れ
、
嫡
妻
化
に
よ
っ
て
更
に

進
ん
だ
皇
后
の
非
皇
族
化
に
よ
っ
て
即
位
の
可
能
性
が
な
く
な
っ
た
。
九
世

紀
の
王
権
は
皇
后
の
権
力
を
王
権
の
外
に
置
く
よ
う
な
構
造
を
持
っ
て
い
た

の
で
あ
り
、
そ
れ
は
律
令
制
に
基
づ
い
た
天
皇
の
絶
対
化(

74)

と
い
う
も
の
と

関
連
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 

 

嵯
峨
天
皇
以
降
、
淳
和
天
皇
に
い
た
っ
て
皇
后
の
嫡
妻
的
な
性
質
は
よ
り

強
化
さ
れ
て
受
け
継
が
れ
、
そ
れ
は
皇
后
位
の
形
骸
化
を
生
み
出
し
、
そ
の

後
の
皇
后
の
不
在
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
以
降
の
課
題
に
し
た
い
と
思
う
。 

 

ま
た
、
本
稿
で
は
奈
良
時
代
後
期
か
ら
平
安
時
代
前
期
ま
で
を
考
察
対
象

に
し
た
が
、
皇
后
制
は
大
后
制
か
ら
始
ま
り
多
く
の
変
質
を
遂
げ
な
が
ら
後

世
ま
で
続
く
の
で
あ
り
、
一
時
代
の
み
を
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
幅
広

い
時
代
を
網
羅
す
る
研
究
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る(
75)
。
そ
れ
が

な
け
れ
ば
、
本
稿
の
正
確
な
位
置
付
け
も
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
も
、
今
後
の
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。 

 <

注> 

 (

1) 

岡
村
幸
子
「
天
皇
親
祭
祭
祀
と
皇
后
」(

『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
1
5
7
号)

。 
(

2) 

岡
村
幸
子
「
天
皇
親
祭
祭
祀
と
皇
后
」(

前
掲
注
1)

。  
(

3) 

岡
田
精
司
「
大
王
就
任
儀
礼
の
原
型
と
そ
の
展
開
」(

塙
書
房
、
『
古
代
祭
祀

の
史
的
研
究
』
、
一
九
九
二)

、
「
即
位
儀
・
大
嘗
祭
を
め
ぐ
る
問
題
点
」(

塙
書

房
『
古
代
祭
祀
の
史
的
研
究
』
、
一
九
九
二)

、
「
大
化
前
代
の
服
属
儀
礼
と
新
嘗

一
食
国(

ヲ
ス
ク
ニ)

の
背
景
一
」(

塙
書
房
、
『
日
本
古
代
の
祭
祀
と
神
話
』
、
一

九
七
○)

。 
 

岡
田
精
司
氏
は
、
五
〜
六
世
紀
に
は
聖
な
る
座
に
お
い
て
神
饌
を
受
け
、
神
床
に

臥
し
て
巫
女
と
聖
婚
を
行
う
古
い
時
代
の
ニ
イ
ナ
メ
神
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
雄

略
朝
に
ニ
イ
ナ
メ
・
ヲ
ス
ク
ニ
儀
礼
が
創
始
さ
れ
、
采
女
と
大
王
と
の
共
食
・
共

寝
の
神
事
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
律
令
制
下
に
い
た
っ
て
は
采
女
に
替
わ
っ

て
皇
后
が
新
嘗
祭
の
神
事
に
参
加
し
、
さ
ら
に
こ
の
皇
后
の
参
加
は
す
で
に
律
令

制
以
前
に
見
ら
れ
る
も
の
と
し
た
。
岡
田
氏
は
皇
后
の
新
嘗
祭
へ
の
神
事
の
参
加

が
律
令
制
以
前
の
伝
統
を
汲
む
も
の
で
、
こ
の
神
事
に
は
共
食
だ
け
で
な
く
聖
婚

儀
礼(

形
骸
化
し
た
も
の
含
む)

が
付
随
す
る
と
し
た
。 

(

4) 

河
内
祥
輔
『
古
代
政
治
史
に
お
け
る
天
皇
制
の
論
理
』(

吉
川
弘
文
館
、
一
九

八
六)

。 
(

5) 

坂
上
康
俊
『
律
令
国
家
の
転
換
と
「
日
本
」
』(

講
談
社
、
日
本
の
歴
史
〇
五
、

二
〇
〇
二)

。 
(

6) 

岡
村
幸
子
「
天
皇
親
祭
祭
祀
と
皇
后
」(

前
掲
注
1)

。 
(

7) 

松
前
健
「
鎮
魂
祭
の
原
像
と
形
成
」(

塙
書
房
、『
日
本
書
紀
研
究
第
七
冊
』
、

一
九
七
三)

。 
(

8) 

こ
の
他
、
『
延
喜
式
』
大
炊
寮
式
に
「
中
宮
鎮
魂
」
と
あ
る
。 

(

9) 

山
尾
幸
久
『
日
本
古
代
王
権
形
成
史
論
』(

岩
波
書
店
、
一
九
八
三)

。 
(

10) 

東
宮
の
鎮
魂
に
つ
い
て
。
東
宮
の
鎮
魂
は
「
新
甞
之
後
巳
日
」
に
行
わ
れ
、

新
嘗
の
前
日
に
行
わ
れ
る
天
皇
・
中
宮
の
鎮
魂
と
は
別
の
も
の
と
考
え
る
。(

山
尾

幸
久)

。 
(

11) 

中
嶋
宏
子
「
大
嘗
祭
に
お
け
る
御
禊
行
幸
の
成
立
と
特
徴
」(

『
國
學
院
大
學

大
学
院
紀
要
』
文
学
研
究
科
二
一
、
一
九
九
〇)

。 

平
城
天
皇
の
大
同
年
間
に
開
始
さ
れ
た
、
大
嘗
祭
に
先
立
つ
御
禊
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
大
嘗
祭
の
前
に
行
わ
れ
る
鎮
魂
際
の
変
質
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
『
延
喜
式
』
段
階
に
お
い
て
は
大
嘗
祭
に
は
鎮
魂
祭
は
行
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。 

(
12) 

山
尾
幸
久(

前
掲
注
9)

。 
(

13) 

山
尾
幸
久(

前
掲
注
9)

。 
(

14) 
岡
村
幸
子
「
天
皇
親
祭
祭
祀
と
皇
后
」(

前
掲
注
1)

。 
(

15) 
岡
田
精
司
「
即
位
儀
・
大
嘗
祭
を
め
ぐ
る
問
題
点
」(

前
掲
注
3)

。 
(

16) 

山
尾
幸
久(

前
掲
注
9)

、
岡
田
精
司
「
即
位
儀
・
大
嘗
祭
を
め
ぐ
る
問
題
点
」

(

前
掲
注
3)
、
岡
村
幸
子
「
天
皇
親
祭
祭
祀
と
皇
后
」(

前
掲
注
1)

。 
(

17) 

『
西
宮
記
』
新
嘗
・
神
今
食
。 
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(

18) 

岡
村
幸
子
「
天
皇
親
祭
祭
祀
と
皇
后
」(

前
掲
注
1)

。 
(

19) 

岡
田
精
司
「
大
王
就
任
儀
礼
の
原
型
と
そ
の
展
開
」(

前
掲
注
3)

、
岡
田
精

司
「
即
位
儀
・
大
嘗
祭
を
め
ぐ
る
問
題
点
」(

前
掲
注
3)

。 
(

20) 
岡
村
幸
子
「
天
皇
親
祭
祭
祀
と
皇
后
」(

前
掲
注
1)

。 
(

21) 
岡
村
幸
子
「
天
皇
親
祭
祭
祀
と
皇
后
」(

前
掲
注
1)

。 
(

22) 

皇
后
称
の
成
立
は
天
武
朝
、
大
后
称
は
金
石
文
で
天
寿
国
鏽
帳
銘
に
記
さ
れ

る
も
の
で
推
古
朝
の
も
の
な
ど
が
あ
り
、
『
古
事
記
』
に
も
記
さ
れ
る
が
、
大
后

称
の
成
立
に
つ
い
て
は
通
説
が
な
い
。
私
見
で
は
、
継
体
キ
サ
キ
の
手
白
香
皇
女

が
大
后
称
の
始
め
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
。 

(

23) 

例
え
ば
、
荻
原
千
鶴
「
女
鳥
王
物
語
と
春
日
氏
后
妃
伝
承
の
定
着
」(

吉
川
弘

文
館
、
青
木
和
夫
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
古
代
の
政
治
と
文
化
』
、
一
九
八

七)

に
よ
れ
ば
、
春
日
氏(

ワ
ニ
氏)

出
自
の
后
妃
は
、
采
女
で
あ
っ
た
も
の
を
キ
サ

キ
と
し
て
王
統
譜
に
記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
記
紀
の
皇
后
記
載
は
皇

女
で
あ
る
、
所
生
子
が
王
位
に
つ
い
て
い
る
、
と
い
っ
た
条
件
に
よ
っ
て
の
追
記

と
さ
れ
て
お
り(

河
内
祥
輔
『
古
代
政
治
史
に
お
け
る
天
皇
制
の
論
理
』(

前
掲
注

4)

、
成
清
弘
和
「
大
后
に
つ
い
て
の
史
料
的
再
検
討
」(

『
日
本
古
代
の
王
位
継

承
と
親
族
』
、
一
九
九
九))

、
記
紀
の
后
妃
呼
称
か
ら
そ
の
実
態
を
論
じ
る
こ
と

は
難
し
い
。
よ
り
多
角
的
な
面
か
ら
慎
重
に
論
じ
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。 

(

24) 

岡
田
精
司
「
大
王
就
任
儀
礼
の
原
型
と
そ
の
展
開
」(

前
掲
注
3)

、
岡
田
精

司
「
即
位
儀
・
大
嘗
祭
を
め
ぐ
る
問
題
点
」(

前
掲
注
3)
。 

(

25) 

岡
田
精
司
「
大
王
就
任
儀
礼
の
原
型
と
そ
の
展
開
」(
前
掲
注
3)

、
岡
田
精

司
「
即
位
儀
・
大
嘗
祭
を
め
ぐ
る
問
題
点
」(

前
掲
注
3)

。 
(

26) 

坂
上
康
俊
『
律
令
国
家
の
転
換
と
「
日
本
」
』(

前
掲
注
5)
。 

(

27) 

西
野
悠
紀
子
「
母
后
と
皇
后
―
九
世
紀
を
中
心
に
―
」(

吉
川
弘
文
館
、『
家
・

社
会
・
女
性
』 

古
代
か
ら
中
世
へ
、
一
九
九
七)

。 
(

28) 

橋
本
義
則
『
平
安
宮
成
立
史
の
研
究
』(

塙
書
房
、
一
九
九
五)

。 
(

29) 

岸
俊
男
「
光
明
立
后
の
史
的
意
義
」(

塙
書
房
、『
日
本
古
代
政
治
史
研
究
』
、

一
九
六
六)

。 
(

30) 

大
后
の
成
立
過
程
や
そ
の
権
能
に
つ
い
て
の
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
。 

(

31) 

成
清
弘
和
「
大
后
に
つ
い
て
の
史
料
的
再
検
討
」(

『
日
本
古
代
の
王
位
継
承

と
親
族
』
、
岩
田
書
院
、
一
九
九
九)

。 
(

32) 

津
田
京
子
「
日
本
古
代
の
皇
后
に
つ
い
て
―
令
制
後
宮
の
成
立
を
中
心
に
」

(

『
寧
楽
史
苑
』
三
七
、
一
九
九
〇)

。 
(

33) 

岸
氏
は
「
場
合
に
よ
っ
て
は
聖
武
の
次
に
光
明
女
帝
の
即
位
さ
え
も
胸
に
画

い
た
か
も
し
れ
ぬ
」
と
光
明
子
の
即
位
を
想
定
し
て
お
ら
れ
る
が(

前
掲
注
29)

、

藤
原
氏
出
自
の
光
明
子
が
即
位
で
き
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
聖
武
天

皇
が
譲
位
し
阿
倍
内
親
王
が
即
位
し
た
後
も
皇
后
宮
職
を
紫
微
中
台
に
改
め
光
明

皇
太
后
自
身
は
即
位
せ
ず
に
国
政
の
実
権
を
握
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も

う
か
が
え
る
。 

(

34) 

橋
本
義
則
『
平
安
宮
成
立
史
の
研
究
』(

前
掲
注
28)

。 
(

35) 

吉
川
真
司
「
律
令
国
家
の
女
官
」(

東
京
大
学
出
版
会
、
『
日
本
女
性
生
活
史
』

一)

。 
(

36) 

山
本
一
也
「
日
本
古
代
の
皇
后
と
キ
サ
キ
の
序
列
―
皇
位
継
承
に
関
連
し
て

―
」(

『
日
本
史
研
究
』
第
4
7
0
号
、
二
〇
〇
一)

。 
(

37) 

河
内
祥
輔
『
古
代
政
治
史
に
お
け
る
天
皇
制
の
論
理
』(

前
掲
注
4)

。 
(

38) 

春
名
宏
昭
「
平
安
時
代
の
后
位
」(

『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』
四
、

二
〇
〇
〇)

。 
(

39) 

西
野
悠
紀
子
「
母
后
と
皇
后
―
九
世
紀
を
中
心
に
―
」(

前
掲
注
27)

。 
(

40) 

橋
本
義
則
『
平
安
宮
成
立
史
の
研
究
』(

前
掲
注
28)

。 
(

41) 

早
川
庄
八
「
律
令
国
家
・
王
朝
国
家
に
お
け
る
天
皇
」(

『
天
皇
と
古
代
国
家
』

講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
〇)

桓
武
の
時
代
に
行
わ
れ
た
長
岡
遷
都
、
国
忌
の
改

廃
、
天
武
八
姓
の
否
定
な
ど
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
変
革
は
天
武
直
系
的
な
も
の

の
払
拭
に
あ
っ
た
と
い
う
。
天
武
朝
に
始
ま
る
皇
后
制
、
大
后
的
な
も
の
の
否
定

は
こ
の
あ
た
り
か
ら
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

(

42) 

玉
井
力
「
『
女
御
・
更
衣
』
の
成
立
」(

『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
』

二
、
一
九
九
四)

。  
(

43) 

山
本
一
也
「
日
本
古
代
の
皇
后
と
キ
サ
キ
の
序
列
―
皇
位
継
承
に
関
連
し
て

―
」(

前
掲
注
32)

。 
(

44) 

春
名
宏
昭
「
平
安
時
代
の
后
位
」(

前
掲
注
34)

。 
(

45) 

坂
上
康
俊
『
律
令
国
家
の
転
換
と
「
日
本
」
』(

前
掲
注
5)

。 
(

46) 

坂
上
康
俊
『
律
令
国
家
の
転
換
と
「
日
本
」
』(

前
掲
注
5)

。 
(

47) 

西
野
悠
紀
子
「
母
后
と
皇
后
―
九
世
紀
を
中
心
に
―
」(

前
掲
注
27)

。 
(

48) 

山
本
一
也
「
日
本
古
代
の
皇
后
と
キ
サ
キ
の
序
列
―
皇
位
継
承
に
関
連
し
て

―
」(

前
掲
注
32)

。 
(

49) 

春
名
宏
昭
「
平
安
時
代
の
后
位
」(

前
掲
注
34)

。 
(

50) 

坂
上
康
俊
『
律
令
国
家
の
転
換
と
「
日
本
」
』(

前
掲
注
5)

。 
(

51) 

河
内
祥
輔
『
古
代
政
治
史
に
お
け
る
天
皇
制
の
論
理
』(

前
掲
注
4)

。 
(

52) 
西
野
悠
紀
子
「
母
后
と
皇
后
―
九
世
紀
を
中
心
に
―
」(

前
掲
注
27)

。 
(

53) 
『
日
本
三
代
実
録
』
巻
十
五
正
月
十
一
日
丙
午
条
。 

(

54) 

橋
本
義
則
『
平
安
宮
成
立
史
の
研
究
』(

前
掲
注
28)

。 
(

55) 

鬼
頭
清
明
「
皇
后
宮
職
論
」(

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
研
究
論
集
』
Ⅱ
、

一
九
七
三)

。 
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(

56) 

河
内
祥
輔
『
古
代
政
治
史
に
お
け
る
天
皇
制
の
論
理
』(

前
掲
注
4)

。 
(

57) 

河
内
祥
輔
『
古
代
政
治
史
に
お
け
る
天
皇
制
の
論
理
』(

前
掲
注
4)

。 
(

58) 

河
内
祥
輔
『
古
代
政
治
史
に
お
け
る
天
皇
制
の
論
理
』(

前
掲
注
4)

河
内
氏

は
多
く
を
論
じ
て
い
な
い
が
、
「
立
后
は
皇
嗣
の
確
定
と
連
動
す
る
」
と
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
光
明
皇
后
に
お
い
て
も
、
嵯
峨
皇
后
橘
嘉
智
子
に
お
い
て
も
同

様
で
あ
ろ
う
。 

(

59) 

春
名
宏
昭
「
平
安
時
代
の
后
位
」(

前
掲
注
34)

。 
(

60) 

坂
上
康
俊
『
律
令
国
家
の
転
換
と
「
日
本
」
』(

前
掲
注
5)

。 
(

61) 

西
野
悠
紀
子
「
母
后
と
皇
后
―
九
世
紀
を
中
心
に
―
」
。 

(

62) 

西
野
悠
紀
子
「
母
后
と
皇
后
―
九
世
紀
を
中
心
に
―
」
。 

(

63) 

坂
上
康
俊
『
律
令
国
家
の
転
換
と
「
日
本
」
』(

前
掲
注
5)

。 
(

64) 

西
野
悠
紀
子
「
母
后
と
皇
后
―
九
世
紀
を
中
心
に
―
」
。 

(

65) 

岡
村
幸
子
「
天
皇
親
祭
祭
祀
と
皇
后
」(

前
掲
注
1)

。 
(

66) 

山
尾
幸
久(

前
掲
注
9)

。 
(

67) 

岡
村
幸
子
「
天
皇
親
祭
祭
祀
と
皇
后
」(

前
掲
注
1)

。 
(

68) 

大
后
・
皇
后
に
つ
い
て
の
自
説
の
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
。
。 

(

69) 

義
江
明
子
『
日
本
古
代
の
祭
祀
と
女
性
』(
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五)

義
江

氏
は
祭
祀
に
奉
仕
す
る
も
の
が
女
性
に
限
ら
な
い
こ
と
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
祭

祀
に
奉
仕
す
る
も
の
が
女
性
に
限
定
さ
れ
て
い
く
最
初
は
、
王
権
に
「
斎
く(

い
つ

く)

」
行
為
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
王
権
内
で
聖
婚
儀
礼
が
行
わ
れ

て
い
た
傍
証
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。 

(

70) 

橋
本
義
則
『
平
安
宮
成
立
史
の
研
究
』(

前
掲
注
28)

。 
(

71) 

坂
上
康
俊
『
律
令
国
家
の
転
換
と
「
日
本
」
』(

前
掲
注
5)
。 

(

72) 

河
内
祥
輔
『
古
代
政
治
史
に
お
け
る
天
皇
制
の
論
理
』(

前
掲
注
4)

。 
(

73) 

橋
本
義
則
『
平
安
宮
成
立
史
の
研
究
』(

前
掲
注
28)

。 
(

74) 

早
川
庄
八
「
律
令
国
家
・
王
朝
国
家
に
お
け
る
天
皇
」(

前
掲
注
27)
。 

(

75) 

近
年
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
の
研
究(

山
本
一
也
氏
、
前
掲
注
32)

が
出
て

き
て
い
る
が
、
私
見
と
は
立
場
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
。 

 

主
指
導
教
員
（
小
林
昌
二
教
授
）
、
副
指
導
教
員
（
荻
美
津
夫
教
授
・
矢
田
俊
文
教
授
） 
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